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読者 の みな さま へ 


な 動物 が 登場 し ます 動物 を 機械 的 
oh \ 順 に 並べ た も の で は あり ませ ん 。 系 
統 だ っ た 分 類 に 従っ て . われ われ の 親しみ や 
すい サル 類 か ら 始 め , 次 の 順序 と 冊数 で お 届 
けし て いま す 。 概説 (2 )、 貴 乳 類 (62), 鳥類 
(64), 答 虫 ・ 両 生類 (16), 魚類 (16), 軟体 動 
物 ・ 昆 虫 類 ・ 甲 殻 類 ・ 腔 腸 動 物 な どの 無 硝 椎 
動物 (32)。《1 一 64 号 の 内 容 は 表 3 参照 》 

総 目次 と 総 案 引か つき ます 見 て , 読ん 
で , 楽し む “百科 ” と し て だ け で は な く , 引 
いて 調べ る 事典" と し て の 機能 を 完全 に す 
る た め ., 16 冊 ご と に その 総 目 次 を つけ , また 
最終 192 号 に は 詳細 な 総 索 引 を つけ ます 。 こ 
の 両者 に よっ て , 動物 界 の 構成 が ひと 目 で 理 
解 で き , 調べ た い 動物 が すぐ 引き だ せま す 。 
『 私 た ちの 仲間 」 の ベ ページ 衝 ラ ー ベ ペー 光 
を より 理解 し や すい も の に する た め , 日 本 の 
第 一 線 動 物 学者 の 執筆 に よる 解説 や 注 が あり 
ます 。 ま た 動物 週刊 誌 ”" と し て , 動物 界 の 
ニュ ー ス や 話題 。 楽し い 読物 , 実用 記事 な ど 
を 掲載 し て いま す 。 

ファ イル て 保存 し て くだ さい 全 192 冊 
を , 発行 順に 16 冊 ずつ , 美しい ファ イル ( 販 
売 中 ・ 定 価 600 円 ) に .、 と じ こ ん で くだ さい 。 
緊 年 で 豪華 な , 全 12 巻 の “動物 百科 事典 " が 
そろ いま す 。 途中 か ら 購 読 さ れ た か た は , ぜ 
ひ 第 1 号 か ら お そろ え く だ さい 。 バッ ク ナ ン 
バー の お 求め は , この ペー ジ 右 欄 『 本 誌 の 購 
読 に つい て 』」 を ご らん くだ さい 。 
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11 月 10 日 発売 
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凡例 

本 文中 〕 を 使っ た も の は , 日 本 版 の た め に 付 

加 し た 説明 で ある 。 

くわ し い 注 彼 が 必要 な も の に は ., その 語 の あと に 
〔 注 1 ) と 番号 を 入れ ,『 私 た ちの 仲間 』 第 27 ペ ー 

ジ に , 同 番号 で 記載 し た 。 

口 動物 の 種 名 は , 原則 と し て 和 名 (一 般 に 通用 し て 
いる 外来 語 を 含む ), 学 名 (イタ リッ ク ) の 順 で 表 
入 し た 。 

和 名 の 多い も の に つい て は , 併記 し た も の も ある 
が , 専門 家 と 相談 の うえ 編集 部 で 決定 し た 。 

和 名 の な いも の は , 英名 また は 仏 名 を カナ 書き で 
入れ , 原語 (ロー マン ) を 付記 し た 。 

口 人 名 , 地名 は , 本 人 また は , 現地 読み を 原則 と し 
た が , 慣用 の 固定 し て いる も の は それ に 従っ た 。 
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白 タ ヌキ < 京都 市 動物 園 > 
ペッ ト 相 談 室 ・ 裏 表紙 説明 


UN 
誌 は , 全国 の 書店 、 朝 日 新聞 販売 店 で 取り 扱っ 
て お り ま す 。 
毎週 定期 的 に , 配達 を ご 希望 され る か た は , お 近 
く の, 取扱 店 に お 申込 み 下 さい 。 
な お , 本 社 直接 購入 の ご 希望 は , 下記 あて お 申込 
み を 願い ます 。 送料 は , 1 部 に つき 30 円 で す 。 
朝日 新聞 東京 本 社 出 版 業 務 部 
東京 都 千 代田 区 有楽 町 2 一 3 〒100 TEL 03 一 212 一 0131 
朝日 新聞 大 阪本 社 出版 業務 部 
大 阪 市 北 区 中 之 島 3 一 3 〒530 TEL 06 一 231 一 0131 
朝日 新聞 西部 本 社 販売 部 出版 業務 課 
北九州 市 小倉 区 砂津 1 一 12 一 1 〒802 TEL 093 一 53 一 1131 
朝日 新聞 名 古屋 本 社 販売 部 出版 業務 係 
名 古屋 市 中 区 栄 1ー3 一 3 〒460 TELO52 一 231] 一 8131 
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カビ トリ ノ の オオ カミ 伝説 に よれ ば , 
ロー マ の 建国 者 ロム ルス と レム ス の ふた ご の 
兄弟 は , この 雌 オ オカ ミ に 育て られ た と いう 








ーー オオ カミ は 
人 間 を 育て る か 


小原 秀雄 


1968 年 1 月 14 日 トル コ か ら の 外国 通 
信 に よる と , アン カラ の 北西 部 ボル ー 地 
方 の ある 村 で は 、 その 当時 2 メー トル 近 
く あ っ た 積雪 の た め に , 人 角 え に か られ た 
も の か , オオ カミ が 村人 を 2 人 殺し , そ 
し て 食べ た と いう 事件 が 起き た 。 人 食い 
オオ カミ の 出現 で ある 。 

これ と は 対照 的 に . オオ カミ に 人 間 が 
育て けれ た と いう 話 が いく つか ある 。 た 
と えば , 後述 の オオ カミ 少女 アマ ラ と カ 
マラ の 話 の ほか に も , 1850 年 、 当時 英 領 
だ っ た イン ド の ヒマ ラ ヤ 南 和 麓 の 英軍 語 
令 、 W. H. スリ ー マ ン は , 次 の よう な 
見 聞 の 記録 を 残し て いる 。 


イン ド の オオ カミ 少年 


スリ ー マ ン が 支配 PE で いた コウ ジン ボー 
ル ,、 ラッ ク ナ ウ の 一 帯 に は , 一 時 は , オ 
オカ ミ が 非常 に 多かっ た 。 そ の た め , 子 
ども が オオ カミ に 連れ 去ら れる 事件 が 続 
発し た 。 

ある 日 , 土 侯 の 家臣 に 当たる 2 人 の 男 
が , 所 用 で グー ンプ チェ 川 の 岸 を ウマ に 
乗っ て 通っ て いた 。 そ の と き , な に や ら 
3 頭 の 動物 が 、 水 を 飲み に 現われ た 。 2 
頭 は 明らか に 子 オ オカ ミ で あっ た が , も 
う 1 頭 は な に か は っ きり し な い 。 か れ ら 








は , 3 頭 を まん ま と 捕え た が , よく 見 て 
みる と , その 最後 の 1 頭 は は だ か の 男 の 
子 だ っ た 。 そ の 子ども は , 2 頭 の 連れ だ 
っ た 子 オ オカ ミ と 同様 に , 四つんばい で 
走り 、 捕 を られ そう に な る と 激しく か み 
つき , ひっ か いた の で ある 。 

子ども や は, ラッ ク ナ ウ に 連れ て こら れ 
た 。 そし て つい に 。 各 と ば を 使う こと は 
で きず じまい だ っ た が , 身 去 り に よる 理 
解 は きわ め て 早かっ た 。 結局 この 子ども 
は , ラッ ク ナ ウ の 精神 病院 で 一 生 を 終え 
だ い う 。 

この 子ども に つい て の 記録 は ,、 これ に 
と ど ま っ て いる が , お そら く ス リー マン 
が 思い 浮か べた の は , その ころ オオ カミ 
に 赤ん坊 を 連れ 去ら れる で き ご と が 、 か 
な り ひ ん ば ん に 起こ っ て いた の で , その 
子 が オオ カミ に 枚 わ れ た の だ と いう 考え 
で あろ う 。 

スリ ー マ ン の この 話 は 、 これだけ で は 
借 疲 性 に 欠け る 。 こ の 男の子 は 狂人 で 
は な い に し て も , 野生 児 で あっ て , た ま 
た ま オ オカ ミ と いっ し ょ に いた , 噛 だ っ 
た の か も し れ な いか ら だ 。 

だ が , その 当否 の 問題 は し ば らく お く 
と し て , オオ カミ に 養 わ れ た 子ども * オ 
ォ カ ミ 少 年 ・ 少 女 ” の 話 は 実に 多い 。 ス 
リー マン は 5 件 も 例 を あげ て いる し , そ 
の ほか に ゃ , 最近 まで イン ド で の オオ カ 
ミ 少 年 ・ 少 女 の 話 は ,、 と きど き 外 電 に 顔 
を 出す 。 


いろ いろ な 「 オオカミ 観 


* ヒ ヒ 少 年 ?。 パカ モ シ カ 少 年 ^ (ガゼル 
ボー イ , ある い は レイ ヨウ 少年 ) な ども 
跡 を 断 た な い が ,、 な ぜ か オオ カミ 少年 は 
イン ド に 多く , 世界 的 に も や は り オ オカ 
ミ が ずば抜け て 多い 。 オ オカ ミ は , 日 本 
で は か つて 大 神 と し て あがめ られ , 魔 除 
け と し て 頭骨 が 使わ れ た 。 イ ント で も る , 














神 的 な 存在 と みな す 傾 向 が 一 方 に あり , 
その オオ カミ の 心 に すがっ て 、 さら われ 
た 子ども の 無事 を 祈る と いっ た こと が , 
オオ カミ 少年 ・ 少 女 を 生み だ し た も の か 
ゃ る しれ な い 。 ま た 後述 の よう に , イン ト 
の オオ カミ か が 小型 で か な り 特 殊 な 形質 を 
も っ て お り , 人 間 と 独特 の 関係 を 結ぶ も 
の と 考え られ て いる こと に , 根ざし て い 
る の か も し れ な い 。 


オオ カミ へ の 恐怖 と 実態 


他方 、 オ オカ ミ に 取 わ れ た 身の毛 も よ 
だ つ 話 も 多い 。「 災 狼 」「 飯 狼 」 送り 
" 狼 」 と いっ た こと ば は 、 人 間 の オオ カ 
ミ に 対す る 恐怖 を 象徴 する 。 欧 米 に お い 
て も , 恐怖 の 「 狼 男 」 の 話 が ある 。 ま た 
武 角 を 貞 ん だ ヨー ロッ ズバ パ の 王侯 貴族 は 
オオ カミ の 名 を その 名 に 取り 入れ も し 
た 。 デメ リカ イン ディ アン は 、 や っ と も 
勇敢 な 戦士 に オオ カミ の 名 を つけ た 。 そ 
の ほか これ に 類する こと は 各地 に 多い 。 

恐怖 の シン ボル と , 人 間 の 友 と いう , 
この 一 見 まっ た く 異 な る 人 間 へ の 態度 が 
オオ カミ の 本 来 の 性 質 な の だ ろう か 。 

ロー マ 建 国 の 僅 人 ロム ルス と レム ス の 
双生児 は 、 オ オカ ミ に よっ て 育て られ た 
と いう が , この 話 に は や さ し さ と 強 さ と 
を * 華 備 *” し た いと の 願い が 込め られ て 
いる と も みな せよ う 。 現 代 的 に いえ ば , 
オオ カミ も ジキル と ハイ ド の よう か 両性 
を そなえ た 、 人 間 に 近 い 知 能 的 な 動物 だ 
と いう こと な の だ ろう か 。 実は 、 オオ カ 
ミ に 限ら ず ,、 ある 点 で は , 猛獣 は すべ て 
そう な の だ と も いえ る の だ が , その 結論 
に 到達 する 前 に ,、 オオ カミ の 性 質 と 実態 
を も う 少 し 見 て みよ う 。 

オオ カミ が 人 間 を 襲う こと は , な に か 
当然 の よう に 思わ れ て いる 。 し か し , こ 
の 点 に つい て , 確か な 証拠 を 調べ て みる 
と , それ は 意外 に 少な い の だ 。19 世 紀 








に 、 イヌ 科 動 物 の 大 著 を あら わし た 権威 
者 マイ バー ドド が , 1875 年 に ロシア で は 
161 人 が オオ カミ に 殺さ れ た と 述べ て い 
る 。 こ れ だ けが ほとん ど 唯 一 の 、 オ オカ 
ミ の 人 間組 撃 に つい て の 統計 的 な 記録 で 
ある 。 冒 頭 に トル コ の 例 を わざ わざ も ち 
だ し た の は , これ が ,、 オオ カミ に よる 人 
間 捕 食 の 数 少な い 確か な 記録 だ か ら で あ 
る 。 日 本 で も , ヒグマ と は 違っ て , オオ 
カミ に よる 殺害 の 記録 は 少な く , 人 間 を 
食っ た も の は 皆無 で は な か ろう か 。 
北ア メリ カ で は も っ と 少な い 。 アメ 
リカ 合衆国 猟 政局 の 世界 的 な オオ カミ の 
権威 ヤマ ング は , 過去 25 年 間 に お いて 、 オ 
オカ ミ に 人 間 が 襲わ れ た と いう ニュ ー ス 
が 、 猟 政局 に 直接 も ちこ まれ た 際 に 調査 
し て みる と , すべ て が 噂 に すぎ ぬこ と が 
明らか に な っ た と いっ て いる 。 ま た , あ 
る 報告 に よる と , カナ ダ の オン タリ オ 州 
で は , オオ カミ の 生 皿 容 度 が 世界 有数 で 
ある アル ゴン クン ・ ナ ジョ ナル バー グ ク 
で 。 毎年 何 千 人 と いう 子ども が 野外 キャ 
ンプ を し た り , 遊ん だ り し て いる の に , 
だ れ も オ オカ ミ に 襲わ れ た こと が な い の 
は も ゃ も と より 、 お び や か さ れ た こと さえ な 
か っ た 。 
前 述 し た ソ ビ ェ ト で も , 有名 た な 哨 孔 
動物 学者 の オグ ネフ その 他 の 学者 は 、 オ 
オカ ミ が 人 間 を 襲う こと は ,「 ご く 少 な 
Wi と いっ で て いる 。。 ス バン ラン ド で る 丈 
ウェ ー デ ン で る も 同様 で ある 。 つ まり , 北 
アメ リカ は も と より , ユー ラ シ ア で る 。 
オオ カミ に よる 被害 は ほとん ど な い の で 
ある 。 


日 本 に お ける オオ カミ 


日 本 で の 歴史 的 な 事実 の な か に も 、 オ 
カカ ミ に 襲 われ た 話 は いく つも あり ( 野 
ィ イス と の 混同 も ある が ), な か に は 妻 が 
夫 の 信 討 を し た と か 、 子 ども が オオ カミ 
と 戦っ た と いっ た 話 も 多い 。 

長野 県 の 松山 義雄 氏 が 集め られ た 山村 
動物 誌 に は 、 明 治 以後 の いろ いろ な オオ 
カミ の 伝聞 が 収録 され て いる 。 

70 年 ほど 前 、 緑 が 川 に 映え る ころ 、 信 
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精 翌 な アラ スカ オオ カミ の 表情 , 上 野 動物 園 ) 


州 伊那 里村 中 尾部 落 で 黒川 の 河畔 に 放 
び 戯 れる 少年 た ち に 、 川 上 か ら 「 や め え 
犬 ( 病 括 ) が 出 た で 、 よ けろ ュー」 と 
知ら せる 声 が か か っ た 。 少 年 た ち は 先 を 
争っ て 逃げ だ し た が 1 人 の 少年 は 自分 
の 着物 の 裾 を 踏ん で 転倒 し た と ころ を 
不運 に も オオ カミ に 食い 殺さ れ て し まっ 
た 。 少 年 は 、 い つも 「 供 の 着物 の 丈 が 長 
すぎ る か ら 短 くし て くれ 」 と , 母親 に せ 
が ん で いた と いう の も 異 し か っ た 。 

また 、 明 治 の 末 ご ろ の 同村 中 尾部 落 小 
字 丸 山 で は 、 た ん ば ぼ に 「 病 狼 」 が 2 頭 
し か も 白 全 う な っ て 寝 て いる の で , 猫 の 
手 で も 借り た い ほ どの 多忙 な 秋 の 日 で は 
あっ た が , だれ も あえ て 征 刈 り に 田 へ 出 
る 人 は な か っ た そう で ある 

また , 上 伊那 郡 南箕輪 村 沢尻 で は 、 明 
治 5, 6 年 の ころ 、 オオ カミ が 次 々 と イ 
ヌ を 食い 殺し て し まう の で , イヌ を 飼育 
する こと が で き な か っ た と いっ て いる 。 

よく 注意 し て みる と , これ まで の 例 に 
示さ れ た の は , いずれ も 病気 の も の な の 
で ある 。 そ れ 以 外 は ほとん ど 人 間 を 直接 
組 撃 し た こと は 少な い 。 

世界 的 に 見 て も 多く の トラ ブル は , や 
は り オ オカ ミ が 家畜 を 襲い 、 そ の 結果 人 
間 と の あい だ に 紛争 を 起こ し , それ に よ 
っ て 人 間 に も 害 を 加え る と いう こと な の 
で ある 。、 


な ぜ 人 間 を 襲わ な い の か 


さて 。 人間 を 襲わ な いと すれ ば 、 ま た 
新しい 疑問 が 発生 する 。 そ れ は な ぜ な の 
か と いう こと で ある 。 和 猛獣 の この よう な 
人 間 に 対 する 態度 は 、 い くつ か の 疑問 を 
生じ させ る 。 

オオ カミ は 、 走行 に よる 大 型 動 物 の 捕 
食 者 と し て は , 進化 の 頂点 に 達し た も の 
だ 。 1 頭 で も シカ を 殺せ る 。 そ の 条 開 に 
際 し て , チ ー ム ワー ク を 働か せる こと は , 
写真 な ど で 実証 され て いる 事実 で ある 。 

この よう な 群れ の 協力 に よる 狩り は 、 
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アフ リカ の リカ オン や アジ ア の ドー ル 
(アカ オオ カミ ) に も 見 られ る 生活 様式 
で ある 。 こ の 協力 に よっ て , ドー ル は ト 
ラ を も 恐 れ な いな ど と いわ れる が , それ 
に も か か わら ず , リカ オン も ドー ル も む 。 
ほとん ど 人 間 を 襲う こと は な い 。 い くつ 
か の オオ カミ より ゃ , 少な い 例 を 散見 す 
る だ け で ある 。 

だ が , これ ら の 動物 が 知能 が 高く 、 必 
妥 と あれ ば トラ や ライ オン の よう な 和 猛獣 
た ち に も る 相対 する と いう の に , な ぜ オ オ 
カミ を 含め て か れ ら が , 人 間 を 避け る の 
か は 不思議 で ある 。 ナ チュ ラリ スト の な 
か に は , イ ンド の ドー ル は ,。 イヌ そっ く 
り の 性 質 を ち つ と いう 人 さえ ある 。 こ れ 
ら は , イヌ 科 で は あっ て も , オオ カミ よ 
り は は る か に イヌ と は が 遠い も の で あ 
る の に ーーー。 

イヌ 科 の も の た ち は 、 知 能 的 で あり 、 
と き に は オオ カミ が ナシ を 食べ た と いう 
よう に 、 個体 と し て は 食性 に 融通 が きく 
の で ある が 、 全体 と し て は , 大 型 柚 を 殺 
し て 食べ る 食性 を 固 持 する 。 そ れ は 実は 
克 れ の 結び つき が か た く 、 獲物 を 分 配 し 
て 食べ る 性 質 と 関係 が 深い よう だ 。 

と も あれ , その メニ ュー に は いっ て い 
な い ヒ ト は 、 か れ ら が 極度 に 人 錠 え て いる 
と き で も な いか ぎり 、 見 て 見 ぬ ふ り を さ 
れる よう だ が 、 イヌ 科 の 動物 た ち に は , 
この よう な 共通 する 性 質 が ある の だ ろう 
か 。 人 間 の も っ と も 忠実 な 家 全 で ある イ 
え を 生ん だ イヌ 科 の 動物 に は , 人 間 と は 


^ オ オカ ミ 少 女 ? 
カマ ラ の 生涯 





カマ ラ は , 水 や ミル ク を 飲む と きも 、 食べ 物 
を 食べ る と きも 、 い つも 地べた で 、 イヌ の よ 
うに ペチ ャ ペチ ャ と な め る の だ っ た 
この 習慣 は 2 年 間 つ づい た 

(1920 年 孤児 院 に きた 年 8 歳 ) 








特別 な 関係 を も つべ き 自 然 の 性 質 が ある 
……… と まで は 考え に くい の だ が 一 一 。 
この 論 究 は , まだ まだ つき る と ころ が 
な い 。 実際 , 貴 聞 類 の 各種 、 あ る い は 各 
科 な どの 独特 の 性 質 に は , その 実態 の 不 
明 な も の が 数 多く ある 。 こ れ も , その 1 
つの 例 と いう こと が で きる だ ろう 。 
この 問題 は 。 オオ カミ の も う 1 つ の 性 
質 で ある 人 間 を 人 養う こと と も 関係 する 。 
オオ カミ が 正常 な と き に は 、 人 間 を 攻撃 
する 性 質 を ちっ て いな い の だ と する な ら 
ば 、 人間 は オオ カミ に 近づき や すい こと 
に な る 。 か れ ら が 人 間 に 特 別 の 林 し み を 
も つと すれ ば いっ そう その 可能 性 は 強 
まる だ ろう 。 

オオ カミ 少年 と 少女 の 話 は 、 イ ンド に 
多い と いう 。 キ ブリ ング の 『 ジ ャ ング ル 
ブッ ク 』 は 人 間 社 会 へ の さま ざま な 示 
唆 に 富ん で も いる が , 人 間 と 動物 に 対す 
る いく つか の 見 方 を も 含ん で いる 。 そ れ 
は , イ ンド に お ける オオ カミ に つい て の 
展 向 期待 と いっ た 心情 を あら わし て い 
る 。 

イン ド オ オカ ミ は 、 小型 で 別 の 種 と 思 
われ も し て いる オオ カミ で ある 。 

この イン ドド の オオ カミ と , ロー マ の ロ 
ムル ス と レム ス の オオ カミ と で は か な 
り 連 う よ う に 思え る が , 実は この イタ リ 
ア の オオ カミ は 、 地 中 海産 の 小型 の オオ 
カミ (学者 に よっ て は イタ リア オオ カミ 
Cgzzs 7 が zs gcgs と 区 別 す る ) で イン 
ド オ オカ ミ に 近い と いえ る 。 イ ヌ の 先祖 





1920・10・ 9 シン グ 牧 師 が 目撃 する 。 

1920・10・17 カマ ラ は オオ カミ の と こ 
ろか ら 連 れ て こら れ 、 し ば らく 村人 の 庭 
に 置き まり に され た 。 

1920・11・ 4 シン グ 牧 師 に よっ て 人 鬼 児 
院 に 連れ て こら れ た 。 

1920・11 征 間 は 床 に うず くま っ て 葉 の 


ほう を 向い て いる 。 夜 に な る と , 戸外 を 
四 つ 足 で 走る か , 両手 と ひざ を 使っ て は 
う 。 オ オカ ミ の ほえ 声 は た て る が , 人 間 
の 発音 は で き な い 、 食 物 を で ちゃ べ ち ゃ 
な め て 食べ る 。 腐 肉 を 食べ る 。 子 ども た 








に つい て , 欧米 で の 多く の 見 解 は 、 地 中 
海産 の 古い 小型 の オオ カミ と みな し て い 
る 。 ロ ー マ 建 国 に まつ わる オオ カミ 少年 
の 物語 と 、。 イ ンド の オオ カミ 少年 ・ 少 女 
と は , この イヌ 化 へ の 可能 性 を 秘め た 、 
いっ そう 人 間 に 近 づき や すい と も いえ 
る 、 小 型 オ オカ ミ に まつ わる も の な の で 
ある 


ジャ ング ル を 出 た 2 人 の 少女 


1920 年 10 月 。 イ ンド の ミド ナ ポ ー ル 
教区 の 責任 者 の シン グ 牧 師 は 、 ゴ ダム リ 
と いう 村 で , 近く の ジャ ング ル に いる 男 
の 化け 物 の 話 を 聞い た 。 そ し て 10 月 9 日 
の 夕方 , シン グ 牧 師 は その 化け 物 の 正体 
を 見 た 。 1 人 で は な く , 2 人 いた の で あ 
る 。 こ の 頭 の も の も じゃ も じゃ と し た 2 
人 の 人 間 は , オオ カミ に 続い て 穴 か ら 出 
て きた の だ 。10 月 の 中 旬 に , この 2 人 
の ち に カマ ラ と アマ ラ と 名 づけ られ た オ 
ォ カ ミ 少 女 が 捕え られ た 。 

牛車 に ひか れ て 1 週間 、1920 年 11 月 4 
日 、 一 行 は ミド ナ ボ ポー ル の 孤児 院 に 到着 
la 

食べ 物 と , それ 以外 の も の と し て は シ 
ング 夫人 の マッ サー ジ だ けが , オオ カミ 
少女 た ち が ま ず 受 け 入 れ た も の だ っ た 
そし て 少女 た ち は 、 イヌ の よう に 四 つ ん 
ば いで 動き 食物 を 四 か ら な め て 食べ 
た 。 そ し て 遠 ぼ え を し , 夜 に な る と 目 を ら 
ん らん と 輝 か せ 、 行 動 は 大 胆 に な っ た 。 

カマ ラ は , 当時 8、9 歳 と 推定 され た 


ーー ーー で ーー ーー で ーー ーー ーーー ーー て ーー て ーー て ーー て ーーー トー で ーー て ーー て ーー トー て ーー ツー て ーー で ーー て ーー ツー ーー で ーー で 


ち が そ ば に 寄る と 、 歯 を むき だ し 、 い や 
な 声 を た て る 。 暗 や み を こわ が ら な い 。 

1921・ 春 。 子 イ ス や 子 ヤ ギヤ ニワ トリ や ネ 
コ は 好き だ が , 子ども た ち は そ ば へ 寄せ 
つけ な い 。 シ ング 夫人 に 対し て も 親しみ 
を みせ な い . 

1921・ 9 ・21 アマ ラ の 死に 際 し て 涙 を 
2 粒 落 と し て 泣く 。 顔 の 表情 な し 
1921・11・21 場所 を ゆず っ て , シン グ 
夫人 を すわ れる よう に し た り 、 夫 人 の 手 
を 自分 の 胸 に あて て 注意 を 引 こ うと し た 

りす る 。 


カマ ラ と アマ ラ 
は 孤児 院 に き て 
か ら も 、 ずっ 
と 、 オ オカ ミ の 
ほら 穴 の な か で 
仲間 の オオ カミ 
と し て いた よう 
に 、 た が い に 重 
な りあ っ て 寝 た 

(1920 年 ) 


ーー 


が , その か ら だ の 動か し 方 は オオ カミ そ 
っ くり で , ひざ と 手 か , また は 手足 で 
っ た 。 最後 まで カマ ラ は 両足 で 歩く の が 
や っ と で , 立っ て 走る こと は つい に で き 
な か っ た 。 し か も ゃ 急ぐ で とき に は , また 四 
つん ば い に も どっ て し まう の だ っ た 。 と 
きど き ニ ワ ト リ を 追い か け 、 それ を くわ 
える と 四つんばい で 茂み に 駆け こみ , 食 
べべ ミ めし だ 。 

2 歳 ほ どじ と み ら れ た アマ ラ の ほう が , 
より 早く 人 間 的 生活 に 適応 し た 。 そ れ が 
カマ ラ の ささ え で あっ た が その後 1 年 
た た ぬう ち に アマ ラ は 死ん で いっ た 。 

カマ ラ は , し だ い に 人 間 生 活 に な じん 
で いき ,。 いく つか の こと ば を 覚え て , シ 
ング 夫人 へ の 愛着 を 示す よう に な っ て い 
っ た 。 そ し て 1926 年 に な る と 2 本 足 で 歩 
き , オオ カミ の 習慣 を ほとん ど 忘 れ た と 
いう 。 

オオ カミ 少女 は は じ め の 1 年 め に は , 
賠 や み で も 平気 で あり 、 それ で いて 眠る 
時 間 は 少な く 、 正午 ご ろ と 真夜 中 と あわ 

て 、 1 日 4 時 間 ぐ らい で あっ た 。 そ し 
て お り の 中 の け も の の よう に , 1 日 17 時 
間 を , ほか の 子 と 交わ る こと な く , ひと 
り で 片 す み に 起き て いた 。 

し か し 、 し だ い に 他 の 動物 ( 子 ヒ ツジ 
な ど ) へ の 愛着 を 示す よう に な り , それ 
以来 、 人 間 へ の 親愛 感 を いっ そう は っ き 
り だ やま よ ゆ に な っ だ や が て カマ ラ 
は 、 明 る いと き に も 行動 する よう に な っ 
た が , 1929 年 11 月 14 日 、 尿毒 症 で その 





1922・3・2 両 ひざ で 歩く 。 疲 れる と 


四 つ 足 で 歩く 。 長 椅子 で 、 腹 を ささ えな 
が ら 、 自分 ひと り の 力 で , 直立 の 姿勢 を 
の が で きる 。 

1922・ 5 ・24 
て 両足 で 立つ 。 


すね わ と 足 指 に 体重 を か け 





OO) こ パ NEO ・ トン ウデ バッ の 

孤児 院 へ き て 3 年 め に な っ て も , カマ ラ は 死 
ん だ ニワ トリ の 内 臓 を つか みだし て 食べ た り 
し た (1922 年 10 歳 ) 











生 漆 を 閉じ に た の で ある . 

これ ら の シン グ 牧 師 の 記録 こそ , そ 
後 北 度 か の 論争 と 、 衝撃 と を 与え た も の 
で あっ た 。1940 年 に まつ は デン バー 大 学 
の ジン グ に よっ て 玲 文 と し し て , も う 1 
つ は アー ノル ド ・ ゲ ゼル に よっ て 1 司 の 
本 と し て 、 これ が 欧米 に 紹介 され る に い 
た っ た か ら で あ る 。 


オオ カミ 少女 へ の 疑惑 


この “オオ カミ 少女 ” は , 人 間 と は … 
… を 考え させ る 対象 と な っ た 。 フ ラン ス 
の 有名 な アヴェ ロン の 野生 児 と 同様 に 
人 間 は 人 間 化 され な いか ぎり , 人 間 形 成 
が 自然 に 本 能 的 に 行なわ れる も の で は な 
いと いう 点 で , 教育 者 に 1 つの 実証 的 根 
拠 を 与え た 。『 狼 に 育て られ た 子 』 の 冒 
頭 に , 著者 の 元 エ ー ル 大 学 教授 で 、 の ち 
に ゲ ゼ ル 児 童 研究 所 を 設立 し た ゲ ゼ ル 
は 、「 少女 カマ ラ の 不思議 な 生涯 を 分 析 
し て いく に つれ て , われ われ は , 人 間 性 
の 真髄 と 、。 人 間 の 成長 の ボテ ン シ ァ リ テ 
ィ ー を , あら た め て 信ずる こと の で きる 
根拠 を も 、 あ た えら れ た よう に 思う の で あ 
る 」 と 感動 的 に その 序 を 結ん で いる ( 生 
月 雅子 訳書 より )。 

当然 の こと な が ら , 人 間 の 性 質 を どの 
よう に 見 る か で 見 解 を 異 に する 人 , ある 
い は 可能 性 を 無限 と 見 る こと に 反対 し 
ゃ っ と 実証 を 末 ぶ 人 びと か ら は , 低 能 児 
で あっ た の だ と の 総 反 撃 が 加わ っ た 。 そ 
れ に 加え て ,、 や は り 精 窒 さ を 要求 する 科 


ーー テー テー テー の ーー テー テー アデ 


1922・8 ひざ で 立ち 、 両 手 を 自由 に 使 
っ て 皿 か ら 食 物 を 食べ る 。 飲み 物 の と き 
は 首 を 曲げ 、 口 を 由 に つけ て べ ち ゃ べ ち 
ゃ な め る 。 

1922・11 2 シグ 2 天 火 の さも を 「 マー 
と 呼ぶ また ,、 腹 が すい た り の ど が か わ 
いた と き に は 「 ブ ー・ ブ ー」 と いう 。 

1923・6 ・10 は じ め て , ささ える も の 
な し に ひと り で 両足 で 立つ 。 

1923・ 秋 ニワ トリ の えさ に た か る 鳥 を 追 
い は ら う 。 こ ま を まわ そう と や っ て みる 
が 失敗 する 。 

1923・12・20 頭 を 振っ て イエ ス ・ ノ ー 
を 表わす 。 イ エス の と き に 「 フ ー」( ベ 
ン ガ ル 語 ) と いう 。 

1924・1・9 賠 や み を こわ が る 。 あ ち 
こち と 気 を 配り 、 み な に し っ か りく っ つ 
いて 歩く 。 

1924・ 1 ・28 シン グ 夫 人 の 帰宅 を 喜ぶ 。 

迎え に と び だ し , 夫人 に 身 を こす りつ け 

1924・ 1 ・29 朝食 の と き に だ れる も 教え 
な い の に 「 バー」 (御飯 の 意 ) と いう 。 

1924・ 3 ・13 *1 wil” の 意味 の 「 ア ム ・ 
ジャ グ 」 と いう こと ば が いえ る 。 

1925 ( 通 覧 ) コッ グ で 水 を 飲む 。 自 分 
の 忠 と コッ プ を 覚え る 。 

1926・ 1 30 語 を 使う こと が で きる 。 

1926 ・1・23 わけ の わか ら な いこ と ば を 
し ゃ べ る 。 ママ 。 いら っ しゃ い 」 と い 


0 志 


う 意 味 の 「 マ ・ エ ロ 」 と いう こと が いえ 
る 
1926・ 1 ・29 年 少 の 赤ん坊 た ちと 散歩 


を する 際 , 両足 で 立っ て 歩く 。 


1926・6・7 腐 肉 を 食べ る こと を 拒否 
まる 5 

1926・10・10 けが を し た 赤ん坊 の 世話 
を し た こと に 、 喜び の 情 と 、 自慢 の 気持 
を 表わす 。 

1926・12・6 也 じ らい を 示す 。 着物 を 








学 の 側 か ら は 、 直接 的 証拠 か 、 ト レー ニ 
ング を 身 に つけ た 人 間 に よ る 観察 を 要求 
する の は 当然 で も ろう 。 そ れ は 西欧 的 科 
学 の 限界 を 示し は する が , な に より も 健 
全 さ を 示し て も いる の だ か ら 

行動 的 な アメ リカ 人 は それ に 応じ て 
調査 を 試み た 。1951 年 に オブ バー ン と い 
う 社 会 学者 が 、 ボ ー ス と いう 人 類 学者 と 
と も に , 調査 に 当たっ た 。 ミ ドナ ポー ル 
地区 で の 精力 的 な 聞き 込み に も か か わら 
ず 、 オ オカ ミ 少 女 が 捕え られ た と いわ れ 
る 場所 に も っ と も る 接近 し て いる ゴ ダ ム リ 
と いう 村 は , つい に 発見 で き な か っ た 。 
そし て か れ ら は 、 数 人 の 目撃 者 を 揚 し あ 
て た が , それ ら の 人 びと は , 子ども た ち 
は 牧師 の シン グ 氏 の も と に 「 連 れ て こら 
れ た の だ 」 と いい は っ た 。 他 の 人 びと 
は 、 こ の 牧師 は 不誠実 で 嘘つき だ と 証 
計ら な 

か つて イギリス 人 の ドー ソン は , 古人 
類 の 化石 を 償 造 し た が , か れ が 死ぬ ま 
で 、 そ の 化石 の 実態 は 知ら れず 、 か れ は 
英 場 へ その 秘密 を も っ て いっ た の だ っ 
た 。 だ が 、 か れ が 死ん で , この 中 人 と 
呼ば れ た 化石 の 嘘 は 白 日 に さら され た 。 
シン グ 牧 師 や る 、 こ の オオ カミ 少女 の 秘 
密 を 抱い た まま , 墓場 に いっ た 。 写真 と 
日 記 と が 、 オオ カミ 少女 の 実在 を 示す 唯 
- の 証拠 で ある 。 しかも, それ に は 傍証 
は な か っ た :。 これ が 真実 な ら ば 、 ゲ ゼル 
の 序 に ある よう な 考え を 「 実 現 化 」 し た 
例 で ある 。 人 間 の 尊厳 を 考え 、 学 習 の す 


疹 て か ら で な いと 、 寄 宿舎 か ら 外 へ 出 な 


い 

1926 ( 通 覧 ) 簡単 な 走り 使い を する 
ロ で いい つけ た こと を 理解 する 。 台 所 へ 
いっ て , 子ども た ち が ミ ルク を ほし が っ 


て いる と いう こと を こと ば で 伝え る 





夜 に な る と 、 カ マラ は お ち つ き を 失い 、 動 作 
が 活発 に な っ た 扉 の と ころ へ は っ て いき 、 
扉 を 手 で ひっ か き な が ら オ オカ ミ の よう な 声 
で ほ 沈 た (1923 年 11 歳 ) 


る 
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ば らし さ を 導 きだ す 実 例 で ある 。 

多く の 学者 も ,、 この アメ リカ の 調査 が 
1959 年 に 報告 され る まで は , この 実在 
を 半ば 信じ て いた 。 し か し , この 報告 以 
来 、. 人 びと は ,「 オ オカ ミ 少 女 」 を 密林 
の な か で 発見 され た 低 能 か , 連れ られ て 
きた 精 薄 の 子 だ と 考え る よう に な っ た 。 

確か に この 記事 の な か に 出 て くる 例 
は , 通俗 化 さ れ た オオ カミ の イメ ー ジ 
に , あま り に も よく 適合 し て いる 。 し た 
が っ て , そこ か ら 逆 に , この 話 の 嘘 を 見 
い だ す こと は わた し に ゃ も で きる 。- そ し て 
また , ある アメ リカ の 心理 学者 が , 精 薄 
児 そ の 他 の 行動 と し て 、 カ マラ と アマ ラ 
の 行動 の すべ て が 説明 で きる と いっ て も 
いる 。 が すべ て を そう で な く 考 える こ 
と る 不可 能 で は な い 、 


刷り 込み と 学習 


その 詳細 は 、 主題 か ら そ れる の で 省略 
する が , 路 了 乳 類 の 子ども は 生ま れ て か ら 
成 油 に な る まで の 間 に , 体 機能 の 発育 の 
順序 に し た が っ て ,、 行動 の 型 が 身 に つい 
て いく 。 で き あ が っ て か ら 、 本 能 の よう 
に 、 1 つの 刺激 に 対応 し て 働く 型 (それ 
が 生活 に 適し て いる ) が , 全体 と し て 種 
の 生活 様式 と な り ,、 それ が 完成 し 身 に つ 
いて , は じ め て その 種 の 1 個体 と し て ふ 
る まう よう に な る 

実は その 点 で 親 と 子 , 他 の 成 貞 と 子 と 
の 関係 に よっ て ,、 あたかも 学習 する よう 
に し て 、 外 部 の 刺激 と の あい だ に 1 つの 


デー テマ デニ ステ ョ メ ョ オメ ンス る 


1927・ 1 ・14 45 語 を 使う こと が で きる 
子ども た ちの 顔 を 覚え 、 名 まえ の 最初 の 
字 、 も し く は 最初 の 2 つの 字 で 子ども を 
呼ぶ 。 

1927・3・17 自分 の 人 形 を 入れ る 、 函 
の は いっ て いる 小 重 短 を 子ども た ち に 見 
せ て 、「 人 形 が 函 の 中 に ある 」 と いう 意 
味 の 「 バ パグ ・ ブ プー・ ヴ ォ 」 と いう こと ば 
を いう 。 

1927・10・29 子ども た ち が , カマ ラ を 
置い て 市 場 へ いっ た の で , 涙 を ボロ ボロ 
こ ご ぼ じ て で 潤 く 。 

1927・ 秋 赤ん坊 た ち に 気 を つけ る 。 い い 
つけ られ な い の に ニワ トリ 小屋 に いき 。 
戸 に 鍵 を か け 、 卵 を 集め て くる 。 そ の こ 
と を ほめ られ て 喜ぶ 。 


1928・8・10 ぶら ん この 番 を 待つ 間 を 
じ れ っ た が る 。 

1929・ 9 発病 。 

1929 ・ 9 自分 の 使っ て いる こと ば の 意 
味 を 、 自 分 で よく 理解 し な が ら 自 由 に 話 
の 

1929・11・ 4 は じ め て 会 う 2 人 の 医者 


を 見 分 け , 2 人 の 名 まえ を 覚え 、 どちら 
の 名 まえ が どちら の 医者 の で ある か を 知 
っ て いる 。 

1929・11・14 シン グ 牧 師 の 経営 する 
孤児 院 の 少女 カマ ラ (世間 で は 狼 っ 子 と 
いっ て いる ) は 、 志 症 の た め 、 今 暁 4 
時 に 死亡 し た こと を 証明 する 。 自分 は 病 
気 の 後 半 に お いて , この 少女 の 治療 に 当 
た っ た 。(S・P・ ア サル バド ヒカリ ) 


オオ カミ 小 女 の 写 真 ・ 年 表 は 『 狼 に 育て られ 
た 子 』( ゲ ゼル 著 、 生 月 雅子 訳 」 家政 教育 社 。 
昭和 42 年 刊 ) より 転載 イラ スト は , 同書 の 
写真 を も と に 作成 (イラ スト 清水 勝 ) 
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すじ 道 が つく の で ある 。 こ の 働き を 「 刷 
り 込 み 」( イ シン プリン ティ ング ) と 呼ぶ 
よう に な る の だ が , この と き の 条 件 が 作 
用 する た め 、 と き に 刷り 「 違 い 」 も 起こ 
oe この ほか に 、 路 乳 類 な ど で 
忘れ た り , 経験 が 積ま れる 学習 も 行 

ho 
は ほぼ これ で 決ま り 、 おおまか に は , 種 
の 生活 様式 が 身 に つく こと に な る 。 

オオ カミ が オオ カミ に な る に は 、 遺伝 
的 形態 だ け で は じゅ うぶ ん で な く , それ 
に 対応 し た 行動 の 型 が 形成 され る 必要 が 
ある わけ で ある 。 子 は 親 の まね を し , あ 
る 場合 に は 遊ぶ よう な 行動 の な か で , そ 
れ が 定型 化す る 。 オ オカ ミ の 子 は 、 あ る 
わずか の 時 期 に 順位 が 定まる と いわ れる 
が 、 そ れ は この 1 つ で ある 。 また 獲物 の 
と り 方 も , 「 刷 り 込 み 」 に 基づき 、 その 
後 の 学習 も 加わ っ て 形成 され る 

人 間 で も 。 食べ た り 。 寝 た り 、 録 
た り 運 動 し た りす る よう な 生活 様式 は 、 
同じ よう に 形成 され る の で は な いか と 考 
えら れ て いる 。 と すれ ば 、 条 件 さえ 整え 
ば , 人 間 の オオ カミ 化 は 、 あ りえ な いこ 
と で は な い だ ろ うし , この 話 が 信頼 で き 
な いと 頭 か ら 決 め ら れ な い 点 が ある 

また , 仮り に 低 能 児 で あっ た と し 
も 、 人 間 の 学習 能力 を 示し ,、「 立 つ 」 と 
いう よう な 基本 的 な 行為 の メカ ニズム を 
考え させ る も の を も つ 。 あ る い は 、 た ん 
な る 野人 化し た 生活 シ を し て いた と し て 
も 、 オオ カミ の よう な 生活 様式 を も つ に 
いた っ た の は な ぜ か , と いっ た 点 で 。 人 
間 に 関 する 検討 の 素材 に は な りつ づけ よ 
ウ 

人 間 を 養う 可能 性 


だ が , 目下 の 主題 は 人 間 性 に ある の で 
は な く ,、 オオ カミ が 人 間 の 子 を 養う 可能 
性 の 有無 で あ る 。 こ の 点 で は どう で あろ 
うか 。 前述 めか よう に , オオ カミ が 人 間 に 
EN さか ら , その 可能 性 は 考え られ 
そう で ある 。 
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の 召 (手前 ) と チベット オオ カミ ミ の 和 
仲 む つま じ く 、 まる で 子 イヌ の よう に 戯れ あう 情景 が よく 見 られ る 











(上 野 動物 園 ) 


ここ で わた し は , 幾度 か 人 間 の 子 、 よ 
ちよ ち 歩 き 程 度 の 子 に も っ と も 多い が 
か れ ら が 野生 動物 に 対し て な ん ら の 芯 れ 
も 知ら ず に 近寄っ て いく こと や , イヌ に 
対す る 一 体 化し た 親愛 の 情 ( 親 が 子 に 芝 
ろ し さ を 教 えれ ば 別に な る が ) の 表 出 を 
思い だ す 。 こ れ に 対し て , 動物 の ほう も 
また 、 成人 に 対す る 待 戒 心 と は まっ た く 
違う 反応 を 示す も の だ 。 よ ほど そば へ い 
っ て も , 逃げ ば たり は し な い 。 

野 に お いて も 、 子 ども は 同じ 行動 を す 
る だ ろう 。 オ オカ ミ に 対し た と き に や , 
子ども は この 天衣無縫 さ で 近づい て いく 
可能 性 が ある 。 

さて ニュ ー ョ ヨー ク 自 然 史 博 物 館 の グッ 
ドウ イン は , ネコ が 自分 の 子 を 失う と , 
と き に は ウサ キ の 子 を 連れ て き て 養う こ 
と が ある か ら , オオ カミ も それ を や る 可 
能 性 が ある と いっ て いる 。 少なくとも 千 
に 1 つの 可能 性 は ある と 同氏 は みな し て 
いる 。 

オオ カミ は また , 主として 喫 覚 に た 

よっ て 子 を 識別 する 。 子 オオ カミ は , 人 
間 に 対 し て 、 ま し て や 恐れ を 知ら な い 。 
そし て , オオ カミ の 子 と 人 間 の 子 と が 遊 
び , それ ら の に お い が 混 合 する 可能 性 は 
ある 。 

有名 な 動物 行動 学者 の ロレ ン ツ は デ 
ィ ン ゴ の 子 を イヌ に 育て させ た が , その 
と き に は ディ ン ゴ の 子 に イ ヌ の に お い を 
つけ , 巣 の 外 に わざ と 置い て 、 結局 運 び 
こま せる こと に 成功 し た 。 直 接 中 に 置い 
た の で は , うさ ん 臭く 感じ させ た か ら で 
ある 。 同じ こ と が , 子 オ オカ ミ と 遊ん だ 
人 間 の 子 が 、 オ オカ ミ の 巣 か ら 少し 離れ 
た と ころ に いた 場合 に 起こ ら な いと いい 
きれ る だ ろう か 。 

子 を 失っ た , 子持ち の 雌 オ オカ ミ で は 
な く と も , この よう な 偶然 は 起こ りう る 
こと だ ろう 。 た だ し , センド で の 多く の 
赤ん坊 の 略 稚 は 、 人 間 の 子 を 食べ 物 と し 
て 行なっ た も の と 考え て よい だ ろう 。 そ 
うだ と すれ ば , か れ ら が その 子 を 育て る 





可能 性 は 薄い と いえ る 。 た だ し , 赤ん坊 
を 盗 を だ の が ,、 は た し て オオ カミ で あっ 
た か どう か は 疑問 で ある 。 むしろ, ハイ 
エナ や ジャ ッ カ ル に よる 可能 性 の ほう が 
高い の だ 。 だからこそ,、 な ん ら か の 理由 
で , 人 里見 れ た 世界 に 置き 去ら れ た 人 間 
の 子 に 訪れ る , 万 一 の 健 伴 が 考え られ 
る の で ある 。 

さて , 一 度 巣 の 中 へ は いり こん だ 場 
合 、 そ の 子 は どう な る の だ ろう か 。 オオ 
カミ の 子 た ち は , SN 
し て 巣 穴 を 出 て 生活 し 、10~12 週 間 す る 
WM 人 
食物 を 運ば れる の を 待ち な が ら ,、 親 た ち 
の 厨 れ が 狩り に いっ て いる 間 を 過ごし て 
いる 。 巣 穴 の 中 で 1 頭 の 雌 の 子 と し て 育 
っ た も の た ち が , こう し て 奏 れ 社会 に 加 
わっ て いく 。 

『 ジ ャ ング ル ブ ッ ク 』 の な か に や も, オオ 
カミ の 集会 が あり 、 母 が 自分 の 子 モー グ 
リ を 、 仲 間 に 披 露 する 場面 が ある 。 リ ー 
ダー の オオ カミ が ,「 よ く 見 て みよ 」 と 
韻 の 上 で ほえ た て て , モー グリ を 群れ と 
対面 させ る 。 キ プリ ング の 小説 で は , 擬 
人 化 さ れ て いる が , この 集合 地 で は , 人 
前 の 子 は いっ た い ど うな る の だ ろう か 。 
オオ カミ は 喫 覚 に た よる と は いえ 、 視 覚 
も る 働く の だ か ら 。 

オオ カミ を 育て て , 客観 的 に 報告 し た 
と 評価 され て いる 記録 で は ,、 オオ カミ は 
人 間 と の 関係 を 結べ ば , 自分 と 同じ 種 で 
は な い に し て も , お 客 さ ま 的 な 「 身 内 」 
と し て 人 間 を 過 し つづ ける よう で ある 
人 間 と の か た い 「 肌 り 込み 」 的 絆 が 結ば 
れれ ば 、 忠実 な 仲間 に な る よう だ 。 そ の 
点 も キプリング は 描い て いる (も ちろ 
ん , フィ クシ ョ ン の と ころ は 多々 ある 
が )。 


~ 群 れ 社会 ” の 生 藤 


オオ カミ は 知能 的 で ある 。 た と えば 実 
験 的 な 個体 料 の 観察 に よっ て みて も , オ 
オカ ミ の 君 れ 内 で は 個体 性 が 確立 し 、 個 
体 ど うし で 交渉 が 行なわ れ て いる よう で 
ある 。 そ し て , 決し て 人 間 的 な モラ ル に 
よる の で は な い が 、 群れ 内 で の 特定 の 雌 
と 雄 と の 結び つき は わり あい に か た く 、 
「 好 み 」( と いえ る か どう か は 別 と し て ) 
を 持つ か の よう に , 他 の 異性 を ふつ う の 
状況 で は 拒ん で いる 。 オ オカ ミ の 群 れ 
(それ は 同一 系 統 の も の らし い の だ が ) 
内 で は 、 子 は 他 の 雌 か ら は も ちろ ん 雄 か 
ら ゃ 世話 を 受け る 。 若い 個体 で さえ , 子 
に 吐き も る ど し を r え て いる 。 子 は 成獣 の 
物 を くわ える よう に する 「 も の ご い 」 行 
動 を し 、 そ れ が 成 上 獣 に 吐き も ど し を する 
サイ ン 刺 激 と な る らし い 。 

人 間 の 子 に も ,、 いっ た ん 群れ の 一 員 と 
な れ ば 、 そ れ は 行なわ れる の だ ろう か 。 

オオ カミ の 研究 者 で ある メッ ク は , オ 
オカ ミ の 子 が 育っ て いく ブロ セス を 調べ 











て みる と , 人 間 の 子 が その な か で 生き て 
いく きど は と て も で きそう に な いと ど 之 
べ て いる 。 そ れ は 順位 を 定め る 戦い な ど 
を 考え て で あろ う 。 だ が , 多少 強引 に い 
えば , それ に は 少女 た ち が 加わ る こ と な 
5 つね に まだ 成長 し な い 乳 児 的 存在 
と し て , 母親 に 従っ て いる こと で 避け ら 
れる か も し れ な い 。 貴 孔 類 で は 、 成 育 の 

お そい 子 の 場合 、 長 く 親 が 連れ そっ て い 
る ケー ス も 知ら れ て いる 

オオ カミ に は , 尾 を 振っ た こり 、 顔 の 表 
情 に よる 「 あ いさ つ 行 動 」 が 知ら れ て い 
る 。 従順 の 姿勢 は まだ し も ,、 アマ ラ や カ 
マラ は , 尾 の な い 自 分 た ち を どう し た の 
だ ろう か 。 ま た か れ ら に は 、 イヌ に 似 た 
尿 な ど を 用 いて の 喫 党 の 信号 も ある 
この 点 に な る と 、 オオ カミ 少女 の 可能 性 
は , いき づま っ て し まう の だ 

ここ で も , むり に , 発育 の 遅れ た 子 と 
し て 存在 し つづ けた と 仮定 し て みよ う 。 
だ が , ふつ う 子 オオ カミ は , 1 年 で 成熟 
する 。 2 , 3 年 な ら ば と も か くも , あま 
り に も 長 す ぎる 谷 育 を 、 母 オオ カミ に 強 
制 で きる の だ ろう か 。 他 の 雌 が 引き 続き 
それ に か わる よう な こと が ある の だ ろう 
か 。 


人 間 界 と の 断絶 


仮定 の 論議 は 、 こ の あたり で や め る べ 
き で あろ う 。 カ マラ と アマ ラ と は , や は 
り そ の 人 存在 の 可能 性 を 否定 する ほう が 妥 
当 な よう に 思わ れる 。 捨 て られ た ヒト の 
子 が 、 た また ま オ オカ ミ の 巣 穴 で 発見 さ 
れ た も の か ,「 村 」 は な ん ら か の 原因 で 
な く な っ た も の な の か , それ と る 牧師 は 
村人 の いう よう に , ドー ソン の ご と く 不 
実 な た 人間 だ っ た の だ ろう か 。 あるいは, 
シン グ 牧 師 が 、 こ れ が 事実 で ある こと を 
村人 か ら は 隠し て 、 ひ そ か に 胸 に いだい 
て 死ん で いっ た の で あろ うか 。 す べ て こ 
れ ら は , も は や と ら え る こと の で き な い 
過去 の も の と な っ て し まっ た 。 オ オカ ミ 
少女 に し て も , オオ カミ 少年 に し て る, 
いく ら か の 可能 性 は まだ 残し て いる と は 
いう も の の 一 一 。 

オオ カミ に 限ら な い が , 貴 乳 類 の 種 の 
世界 は 、 人 間 と は 違っ た 世界 で あり , そ 
れ を われ われ は あま り に も 知ら な い 

それ は われ われ に と っ て , 彼岸 の 世界 
で ある 。 そ の 断絶 は ほとん ど 埋 め ら れ な 
いか に 見 えさ えす る 。 か れ ら を 知 ろ うと 

し て 人 間 の 世界 に 引き こん で し まえ ば , 
か れ ら は 「 和 刷り 込み 」 に よっ て 人 間 化 さ 
れ た 動物 と な っ て し まう 。 子 の うち か ら 
愛育 すれ ば する ほど , か れ ら を 非 動 物化 
し , 人 間 界 の も の に し て し まう の だ 。 わ 
れ わ れ は 今 、 それと は 別 の , 観察 な ど を 
介し て 彼岸 の 世界 を の ぞ き 見 よう と し て 
いる 。 それ が 成功 し た と き に は 、 こ の 疑 
問 に も 1 つの 嘱 光 を 見 い だ せ る の か も し 
れ な い 。 画 (女子 栄 枚 大 学 教授 ) 
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まっ すぐ の び て い て 日 本 大 の よう に 巻い 
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を し て いる の で ある 

娠 れ の 生活 に は 順位 を 決め る た め の 午 いや 
計 立 も ある が 、 深刻 な も の に は な ら な い 。 背 
れ の な か の 、 こ の 順位 は 獲物 を 合理 的 に 配分 
する た め の も の で 、 非常 に 重要 で ある 、 それ 


それ に 、 作手 を お ひび や か す 地 位 、 決戦 を いと 





む 地 位 、 命 令 に 服従 する 地位 に 分 か れ . 各個 
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妹 れ を つづ くっ た オオ カミ が 多 力 、 ベ ヘラ シカ 
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その 個体 の み を 筆 








ま 中 で 他 の 個体 に か える と いう - は な 

い 。 そし て 、 獲物 を 追い つめ る と . 合図 の 叫 

び 声 を あげ る 。 オ オカ ミ の 子 は 。 この よう な 
ミ ) ) オ オカ カカ の) 人 な み し 

の ち に 少し 大 きく な る と 実際 に 獲物 を 追い つ 

め る 手伝い を する よう に な る が 最後 は 経験 


強 か な オオ カミ が と ど め を 刺す の に 任せ て ! 
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味 の 地 名 が 外国 に は ある = 


いう .。 また . 力 
ス や カサ サギ の よう な 陶 食性 の 鳥 は 、 オ オカ 


の 食べ 残し た 骨 を つい ば むべ く . この 巡回 


オオ カミ は の 速い 動物 と は いえ な い .。 せ 
'\ ぜ い 速 く て 時 速 59 キ ロ で ある . し た カ 


足 の 速い 鈴 物 は 捕え る の が むず か し い が 、 


久 力 が ある の で . どこ まで も 同じ 速度 で 追い 
か け て いく こと が で きる た め , 獲物 の ほう ヵ カ 
し まい に 力 つ き て し まう 水中 に 送 け て 


オオ カカ ミ は 泳ぎ が うま い の で 逃げ きれ な い ょ 


N 
オオ カミ の 狩り の し か た は 持久 戦 潜 で 、 ね 
ら っ た も の を あく まで も 追う の で ほとん 
天 敗 が な い 。 こう いっ た 狩り の 方 法 は 。 アフ 
PD 
リカ の リカ オン や イン ド の ト ル の 狩猟 の 【 


か た と 同じ で 自然 界 全 体 か ら み れ ば オオ カ 


ミ の よう な 動物 は 、 草 食 動 物 の 群れ の うち ( 




















ee て SE 二村 を いた 個体 を 犠牲 に し て 群れ の 血 を 若く 
SN 草食 動物 を 海 決 する と いう 役 日 を 果たし て い 
長い 狩り 場 の 巡回 路 AN だ ろ に は ふん か が し て ある - う い る の で ある また | 時 に 、 その 地方 の 生葉 
に お い の す る も の を 巡回 路 に 残し て いく こさ 夫 を 維持 させ る 役 日 を 果たし て も いる 
オオ カミ の 群れ は 、 それ ぞ れ 狩り の た め の は 、 オ ゴゴ オカ カミ と うし の フ ー の PE MR 
回 路 を も っ て いる 。 それ は 、 他 の 動物 の 通 車 朋 な 手 彼 と な っ て いて 、 他 の 群れ の 個体 ビン あお オプ 計 
り 道 で あっ た り 。 介 来 の 少な い 街 首 ご あっ 7 | - の 巡回 路 に や っ て くる .。 この 道 す じ を 地 で み ら れ / 1903 年 に は 4000 頭 の 1 
リ 、 附 道 で あっ た りす る け わ し い 地 形 の < (は と は ほとん と な く .、 規則 正 【 ンカ ez/cs cz7o7/s か この 公 地 に 生息 1 
ころ で は . 見 通し の よい 尾根 道 を 通る い 早 # 知ら ぬか の よう に 1 回 に 25 こい た が . か れ ら を 保護 する た め に 、1907 條 
閥 物 の 多少 に よっ て 、 巡 回 路 の 長短 が 決 き 40 キ ロ 、 と き に は 50 キ ロ も 走り リ つ づけ る. 獲 IE 
る 。 その 長 さ は 100 キロ に も 及び , と ころ ょ 物 を と る た め の こ の 巡回 路 は 何 世代 に も わ 7 “を 組 二 2 和 
- ろ に 尿 で し る し を つけ 丘 の 上 の 見 晴 ら 1 に 続く の で 、 オ オカ カミ の 通り 道 と いっ た 意 た 。 1925 年 | は 10 太 紀 に ふえ た が 、 
地方 の 植物 角 を 食い 荒らし 破壊 し つく ! 
まっ た た め 、 2 年 間 て 1 万 頭 に 減っ つて し まき 
10 年 以上 た っ た 今日 で も , 8 
の 植物 破壊 の あと が 残っ て いる 
オ オナ ト か ら た の わり [ ト 大 食 浪 
度 に 6 キロ も の 内 を 食べ る こと が で きる 。 履 
すし も 新 明 な 和 内 で ある 必要 は な く 、 何 日 7 
も 食べ る 。 機会 さえ あれ ば 。 食 
れ な い ほ ご どの 動物 を 殺し て 7 わ え て お く 普 
が あり 。 』 | が その 犠 伯 に な る 
た きい 獲物 が 好き で は ある が 、 吉 間 ) 
相 、』 ト 往 、 鳥類 、 負 類 、 
水 の : ろ る 両生 類 や 虹 
ょ と も 食べ る 。 ま 7 も 人 
が あっ r 大 が 夜 の 昌 まえ る ひま まもなく 
と まい 昌 見 る と 鎖 の 】 特 輸 # す かがめ 
7 62 
の オオ カカ ミカ ス と 協 の 動物 を る 
6 / 1| いか みみ ば 1 | 
の の 2 # す まえ を 食 デ 、 胡 上 キ ,」 お 2 
オオ ト 1 曳き よう カ いる さ は 
条 く が まん 区 3 る が 
法 y ナ し っ 1 7 ] 9H プ 人 還 





36-6 きり の し か た を 習得 し 成長 し て ひと つの 家族 8 


渡 情 期 は 12 月 か ら 2 月 ま て て で あ 





きき こい な い 雄 た ち は ., 暴 
に 激しい 戦い を する が 、 殺し あう ま て に は 
いた ら な い 。 負け た 雄 は 勝っ た 雄 に 対し 、 頭 
を た れ て 服従 の 意 を 表し 、 以後 す 上 服従 
う づ ける 
2 か 月 ほど の 妊娠 (に ん し ん ) 期間 で 、 春 、 
3 一 6 頭 の 子 を 生む 。 例外 的 に は 8 一 10 頭 の 
と が ある .。 子 を 生む 場所 は 、 森 林地 帯 で は 、 
葉 み や 森 の 奥 に 、 木 の 枝 や か わい た 草 て うつ 
た 巣 で ある 。 母親 は その 中 に . 自分 の 腹 の 
E を 抜い て 敷き 、 結 果 的 に は 、 乳 ぶさ が あら 


われ て 子ども が 乳 を 吸い や すく な る 

生ま れ た ば か り の オオ カミ の 子 は 日 を 閉 【 
こおり 、10 日 くら いし て は し じ し め て 日 が 開 
イヌ ほ どの 大 き さ で て で, まん 丸い 日 を し て 厚 
い 季 ら か い 毛 に 包ま れ て いる 。 は 一 8 週間 ほ 
ど で て で 離乳 し て . 親 オ オカ ミ が 半分 消化 し て 星 
液 ' だ えき ) を 混ぜ た 向 の 吐き も と し を 食 


、 る よう に な る ォ オオ カミ の 自家 製 離 乳 食 て 


ちる . それ か ら . 親 オ オカ ミ は 生き た えさ を 
の と と てろ に も # - き て 、 役 し 方 を 教え る 
p) こ ろか ら 子 は 巣 究 を 出 て 親 に つい 


上 ト う に な り 、 や が て 始 れ に 加わ る よう に 








な る が 。 この 問 、 れ の な か の 親 以外 の オオ 
妃 ミ も さよ 子 オ オカ カミ の めん と う を みる 
侍 は 、 最初 は ゆ 6 ち に 早く な 
1 だ に この世 の ト ほ ぼ 成 喘 の 大 き さ ま 
な る か [ 1 な 衝 する の は 生 公 2 
ド て で ある と れ ま で の 間 は . 独立 し つつ # 
梓 の 近 益 ら す 』 ちる よ ト ほ ほ イ 
メス と 同じ し 15 征 > いて ある 
オオ カカ は ト 人間 に 狩り 7 > れ て > 3 
数 が 減 に る や ] 1: ( 
* の は し め ま で は 中 枢 ( ち ゅ ゆう すう 仁 玉 
ま 
株 理 さ せる 枯 物 の スト リオ ォ ネ を 、 交 上 刻 や 
動物 の 死体 の な か に 仕込 ん で オオ カミ を 狗 
い 7 ! は な カ 株 門 符 薬 
を 入れ て オオ ) r 生け 時 弄 1 
I の ナタ 1 の 削 
き に オオ カミ が 走 ! い の を 午 用 1 
輸 カ ルレ し き を は いて 銃 で オオ ナ ンー (rp ン オ 
オナ を 保護 1 いる [ 還 は ス ・ 
ちっ | 林 局 カ オ オナ 
た れ の) 生き カ 自 い た の を 友 1 
村 - 7) 寺 育 お R カナ d6S 
らち 2 頭 か 灯 さ オ # 


イン ト オ オ カミ 
(7S 5 777777es 


f 1i オオ リル ト オ オ 月 / ) 中 生還 ち の 
1 よ 1 1 2 


叶 胴 計 は 100 セ た より | 釣 衣 語 は お よそ 65 セ 


い ) 
や 小型 で ある 。 も モ の 色 は 多少 灰色 が か っ が 
傘 げ 条 條 ちる が か が 、 用 の ほう は ! まし 
| 癌 の 平原 ハ キ ス タ BMWIIIYA) 
f 4 原 の 東 締 に 及 ふ ハル チ ス タ 地 方 、 
2 1 / ビア に か け て 生 思 【 





いそ 了 
すみ つう に 1 
罰 ま 夫 し い 。 1 ょ 、 佑 れ の 数 は 6 
9 > し ) う も ひ と 1) と 静か に 所 
a ぎ てい 
{ いて < > すい 動物 な ら 、 な 重 
7 て も 食べ へ る が | ] 
か が か が か 妊 き さき な よ 枝 サ ユ 1 り 
争 を も 前 う イヌ や 人 間 の ] 
ミ ト す ド メ 冷 な 存在 と な 
る 伴 れ を 前 うと き ト 音 
リ バ k ち 伏せ っ の 
中 オ オ / 1 の ) 各 な - み > せ 
ね し 間 す 妙 な 連動 人 みせ 
! 下 旧 を 目 分 の ほう ト き 1 
オオ / 用 か いら ! せ 
か る の われ 
ホラ キサ + 人 
授 い か か る 1 |) ス 
7 
4 


7 すす SW 7 が 777 077.\N 
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キン イロ シャ ッ カ ル 


77S 777e/ ゞ 


キン イロ ジャ ッ カ ル は ,. た ん に ジャ ッ カ ル 
と 呼ば れる こと も ある 。 も っ と も 大 きい も の 
て 頭 胴 長 80 セ ンチ くら い 、 尾 の 長 さ は 20 一 25 
セン チ ほ と で , 肩 高 は 50 セ ンチ を 越え る こと 
か な い 。 む だ の な いか ら だ つき で 、 長 い 史 肢 
し し ).、 と が っ た 見 づら 間 が 離れ て いる 立 
> た 了 且 な ど が 印象 的 で ある 

明る い 褐 色 の 日 を し て いる が , ひと み は オ 
オカ カミ の それ の よう に まる くく 収縮 する 。 毛 
み は さ ら さ らし た 感じ て で 、 毛 の 色 は 色 が か 
> た も の か ら 明 る い ペ ベー ジュ 色 ま で 変化 が あ 
る が . いす れ も 黒 い 毛 が 毛並み の な か に 点々 
と は えて いる 。 尾 の 先 は 時 く 、 耳 の 後ろ と そ 
の 近く の 後頭 部 は 赤褐色 で ある 

ギリ シャ , ブル ガリ ア , コ ユ li 区 雪 ほ 家 、 
。 小 ント 、 デ チェ コス ロバ キア 
な どの 国々 の - 部 か ら , アフ リカ , 中 近東 地 
方 、 イ ント 。 セイ ロン 島 。 マル 半島 に か け 
て の 広い 地域 に 生息 し て いる 。 山岳 地帯 に 
平原 に も すみ つき 、。 1000 メ トル 以上 の 高 さ 
の と ころ に も いる 

夜行 性 で 、 と くに 明け が た と 夕暮 れ に は 活 
先 に 活動 し 、 往 間 は 茂み に 隠れ た 菓 穴 の 中 に 


いる 


野原 の 清 雪 係 
キン イロ ジャ ッ カ ル は 1 年 じゅ ゆう を つが い 
で ぐい る こと が 多い 。 和 群れ る こと も ある が . そ 
れ は お そら く 食 糧 が 豊富 に あっ た た め に , た 
また ま 集 まっ て いる だ け の 話 で あろ う 





小型 の 貴 乳 ( ほ に ゅ う ) 類 を 常食 に し て い 


中 央 イン ド の ある 村 で の 話 な の だ が . 2 頭 ら な か っ た も の だ る が 、 昆虫 (こん ちゅ う ) や 植物 、 そ れ に う 
の イン ト オ オ カミ が いて , 何 か 月 も 前 か ら 村 オオ カカ ミ の 襲撃 が あま り に うま い の で 、 村 まく 飼育 場 に 忍び こめ れ ば 家畜 を 食べ る 上 
の 子ども た ち を 箇 で いた だ 。 で の 中 天 思 きど 人 た ち は . も うす っ か りあ きら め て 子ども た ば し ば 、 と て も 大 胆 に な っ て 村 や 人 家 の 中 に 
f の 攻撃 の し か た は な か な か 巧妙 て 、 い つも # ちか が 次 々 と 殺さ れ て いく の を 、 指 を くわ えて ま て は いっ て き て , 食べ 物 を さら っ て いく 
同じ だ っ 7 見 て いる より し か た な か っ 7/ 人 の 住ん で いる 近く に すみ つき . 人 則 の お 

まず , 2 頭 の うち 強い ほう が 村 の 近く に 了 姜 ちょ うと その ころ . わた し が この 村 に いっ 祭り を 食べ て 満足 し て いる の も いる .。 イン | 
れ て いて , 強い ほう が 村 に は いっ て 子ども に た の だ 。 オ オカ ミ の ほう は も うす っ か り 人 て は サト ウキ ヒビ 畑 や コー ヒー 畑 を 荒らし 、 ア 
と び か か り . 1 人 を くわ えて 逃げ る 。 村人 は 間 を な めき っ て いた の で 平気 で 村 に 近づき . リリ カ で は 栽培 し て いる 落花 生 を 掘り だ 1 
さら われ た 子ども を 取り も どす の に 虫 起 。 な ほとん と ど と 用 心 し な く な っ て いた か ら , 撃ち 殺 食べ へ て し まう 
り 。 で の オオ 力 ミ を 追 づ で いっ で し まう 。 そ す の は 実に 簡単 だ っ た 。 村 の 子ども た ち も 、 し か し , な ん と いっ て も キン イロ ジャ 用 
の すき を ね ら っ て も う 1 頭 の 隠れ て いた オオ 以後 安心 し て 遊べ る よう に な っ 』 ル は 、 腐 肉 を 食べ る の で 有名 で ある . 自力 て 
力 ミ が と び だ し 、 あっ と いう ま に 別 の 子ども インド オオ カミ は 、 男 敢 な 動物 で ある と い 章 食 獣 を 負 う こと が で き な い と き は . ハイ ュ 
を くわ えて 走り 去る の だ われ る 。 イヌ に 追わ れ て も , 最初 は 逃げ る が ナ の よう な 大 き な 動 物 の あと を つい て いっ て 、 

最初 に さら われ た ほう の 子 は . な ん と か 取 その うち , 急 に 立ち ど ま っ て くる り リ り と 後ろ を その 食べ 残し た 腐 肉 を 食べ る また , 海岸 沿 
リ り 返す こと が で きた が , それ で も 深い 傷 を 負 向き 逆 に 追っ て きた イヌ ども に と び か か っ い に 歩 いて は , 死ん た 魚や 軟体 動物 を 食べ る 

> て いる こと が 多かっ た 。 し か し ., 取り も て くる と いう キツ ネ の 足跡 を 追っ て いた イ し 、 平 原 で は ライ オン が 食べ 捨て て いっ た 章 
せ た の は し あわ せな ほう で あと の 1 頭 に 連 ス の 群れ を 追っ て 、 すぐ 近く まで 迫っ て きた 食 員 の 残 般 や 、 その他 の , ほう っ て お け ば 伝 
れ 去 られ た 子ども は , 決し て 生き て は 見 つか ジン ド オ オオ 力 ミ も あっ た と いう と と る で あ る 染 病 の 原因 に な る よう な あら ゆる 残骸 を 取り 











れ よ な か な カ ヵ ある 
さ を 構 取り され 7 巣 お な びさ ペ る オ 

36 8 4 が し て あっ て も 群 4 
= 鞭 を ま 、 交 天 る 


777 7 7 が NN) 7 が 0 の 77 (77 り いき さ 











中 世 の ヨ ー ロ ッ パ で は , オオ カミ が キン ツネ と 並ん て 狂犬 病 に か か る 率 が 高く 。 ま た オオ カミ の 頭数 も か 
な り 多 か っ た の で , か まれ て 狂犬 病 に か か る 人 間 も け っ こう いた の で ある 。 その た め , 各 村 ご と に 特別 
編成 の 狩 隊 が つ 《 ら れ た くら いで あっ た 。 そし て , これ ら の 狩人 人 たち が な か な か に 高位 の 狩 狼 官 と し 
て 過 さ れ た 時 代 も あっ た 。 夜間 , 魔法 使い が オオ カミ の 次 と な っ て , 町 や 村 を 徒 箇 する 伝説 も 生まれ た 。 


Pr 7 Mc 7 の /C 











に の (まっ 
食べ る が, 


獲物 は 、。 と り に 〈《〈《 く な る の で , 見 つか っ た も の は な ん で も , 
に 古い 骨 の よう な 


ト 
ユ 


ウサ ギ 類 


オオ カミ より は 食性 が 広く 


冬 に な っ て , 


うな 雪 の な か に 以前 か ら 捨て られ て いた 古 


大 地 が 一 面 の 雪 に お お われ て し まう と 
た 家 <s> だ | 


の まで 食べ る 。 





ミ 類 な ど を 


これ ら の 


この 


7 ROSS A7VVE 


な / 


の ぞい て くれ る の で 有益 な 動物 で ある 初 の 交尾 致す る と は か ぎら な い の で 、i 
キン イロ ジャ カル が 他 の 阿 食 呈 に } 確 な 妊娠 (に ん し ん 期間 は わか っ て いな い 


, 逃 げき れ な が 、 た いた い の と ころ . 57 一 67 日 間 と み ら れ 


いと わか る と 仮死 状態 に な っ て 上 難 を の が れる 6 5 F は 1 産 に 2 一 7 頭 が , 母親 が 自力 


イヌ の うな り 声 に 似 て は いる が 、 し か " 掘 つ の 中 か 、 他 の 動物 の 巣 穴 を 簡単 
し も っ と 広い 音域 を も つ 声 で ほえ 人 の 妥 り に 修理 し 7 く の 中 に 生み お と され る 
〒 娘 ける こと が ある 1 頭 が ほえ 始め る と 、 親 は 、 月 うど た ち を 連れ が 


ム 野 の あちこち で ほか の キン イロ シ ガル 守 か た える うに な り . 8 か 月 


も 合唱 を 始め 、 大 コン サー ト が 聞か れる が . 


eK 


7 777 の 7 7777770 が 7 777.\ 7767777777 
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2 


生 の 状態 で は 夜行 性 な の で , その 閣 が 残っ て 
いる せい か 人 入 の 問 は 次 を みせ な い 。 食事 
に 現われ て ,。 イヌ の よ 


すり よせ 、。 甘え 


に 主人 の 足 に 條 


に ご ち そ う を ね だ る 


セク ロ シ ャ ッ カ ル 


(777S 776sO72e/7S 


体長 62 一 81 セ ンチ 、 

肩 高 は 40 セ ンチ 前 後 
っ た 耳 は 、 10 一 13 
セン チ の 長 さ が あ る 。 毛並み は 赤褐色 で 、 か 
ら だ の 背面 部 に は 黒い 鞍 を 置い た よう な モ も モ が 
は えて いる 。 尾 の 先 に は 黒い 毛 の ふさ が ある 
1 2 タダ の お あ 7 | 半 
お よび アフ リカ 南部 一 葵 の サバ ン ナ 地 葵 に 生 


息 し て いる 


セグ ロジ ャ ッ カ ル は , つが いか つが い 中 心 


家族 的 な 小さ な 災 れ を つく っ て 暮らし 


< 人 1 
ャ 
ー 


くに ひそ ん て 
タイ オン な どの 獲物 
に 歩き 、 鳥 や 人 和 鳥 の 卵 や 昆虫 
植物 質 の も の な ど を 
f ヨ ウ を 狩る た め に . 群れ 
て 力 を 合わ せる 。 と き に は 用 
畜 を 租 っ て 人 間 に 日 の か た き に され る 
は 南ア フリ カ で は 11 一 12 月 ご ろ に 1 産 に 
7 頭 が 巣 穴 の 中 で 生ま れる が . 北半球 の 
ロン ドン 動物 園 で は 3. 4 月 ご ろ に 生ま れ た 
記録 が ある 。 育児 は 父親 と 母親 が 協力 し て 行 
林 乳 期 に は . 親 が - 度 食べ て 半分 ほど と 
消化 し た も の を 吐き も ど し 


に 子 に 与え る 


コ ヨ テ  Cz 師 74 が 7 が 5 
1 ヨコ テ は イヌ 属 に 属す る 了 肉食 獣 で 、19 の 亜 
刊 に わけ られ る こと が 多い 。 その うち . 代表 
りな 下 種 は アメ リカ 合衆国 の 中 央 部 に 分 布 す 
る ネネ ブラ スカ コ ヨ ゴ テ Cs 7477747S ー 777Z72S。 ど 
ッ ス 力 に 生息 する ア Co277S 77277- 
gs 772eo/7z74S。 デキ サス に す 』 
テ (77S 7777S 7eve7sS な ご ど ご で ある 
1 ヨ テ は 頭 胴 長 お よそ 100 セン チ , 尾長 45 
ァ ン チ 以 上 は あり , 肩 高 55 セ ンチ ほど で ある 
- 見 し た と ころ で は オ 
カミ に 似 て いる 。 上 づ ら は や や と が っ て お 
大 歯 は オオ カミ に くら べ る と 長い が 、 オ 
カミ ほど が ん じょう で は な い 。 第 2 前 折 歯 
き ゆ ゅ うし) と 芝 3 前 臼歯 の 間 は オオ カカ カミ の よ 
*` す きま が あい て いる 。 耳 は 大 きく て 立 
て お り , よく 動く 
も の 色 は . オオ カミ ほど 3 


ほ さ は 10 一 15 キ ロ で 


で は な い が 、 
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区 色 か ら 淡 昔 福 色 ま で の 変化 が ある . 高地 に 
いる コ ヨ テ に は 炎 色 や い 色 の も の が 多く ., 
平原 や 砂漠 に すむ コ ヨ テ に は 淡 黄 褐色 や 明る 
い 色 の も の が よく み ら れ る よう だ 。 年 に 1 度 
人 夏 か ら 別 秋 に か け E が 抜け か わる 

オオ カミ や アカ キツ ネ と 同じ く 、 コ ヨ テ に 
も 尾 の 根 も と に 臭 腺 ( し ゅ う せ ん ) が ある が 
ォ オオ カミ の も の より は 小さ い 。 臭 腺 の 辺 の 毛 
の 色 は . 他 の 部 分 の 毛 に くら べ て 黒ずん で い 


5。 各 個体 ご と に 臭 腺 か ら 分 泌 (ぶん び ぴ ) さ 


アコ 
れる 分 泌 物 の に お い が 異 な る の で 、 コ ヨ テ 、。 
うし が か が たがい に 個 体 を 見 分 ける と き に , この 


筐 腺 の も つ 役 割 は 重要 で ある 
ひろ が っ た 分 布 域 
] ヨ テ は 北ア メリ カカ の アラ スカ カカ ナダ 、 

アメ リカ 合衆国 か ら 中 央 アメ リカ カカ に か け て 広 
く 分 布 し て いる 

20 年 この か た , コ ヨ テ の 分 布 域 は 北 の ほ う 
へ 、 すなわち カナ ダ の か 方面 へ ひろ が っ て いっ 
た 。 以 前 、 こ の か 面 に は コ ヨ テ が 分 布 し て い 


な か っ た の で ある 1] ヨ テ の 分 布 域 が 北 の ほ 








う へ ひろ が っ て いっ た と き 。, 


オオ カミ の 生息 地 
に くい こん で いっ た は ず で ある が その た め 
に オオ カミ の 分 布 域 が いく ら か 後退 し た の か 、. 
ある い は 別役 変わ り も し な か っ た の か その 
あたり は 明確 で は な い 
た た ひと つ 確 か な こと は ,、 コ ヨ テ の 分 布 域 
の 拡大 が 草食 綱 で ある バイ ソン の 退行 現象 
- 致 し て いる こと で ある 。 バ イソ ン は, 今 ほ < 
数 が 少な く な か っ た ころ に は , オオ カミ の 
般 和 な 食 柱 で あっ た か ら 、 ハイ ソン の 退行 と 
と も に オオ カミ の 分 布 も 縮小 し 、 それ と 逆 比 
例 し て オオ カミ より も 食性 の 広い コ ヨ テ の 分 
布 域 が ひろ が っ た の だ と 考え る こと も で きる 
] ヨ テ が 南 の ほう 、 中 央 アメ リカ に まで 分 
市 を ひろ げ て きた の は ., 中 央 アメ リカ に スペ 
ィ ン 兵 が は いっ て きた ころ , すなわち 16 世 紀 


ころ で ある 


スペ イン 人 と と も に ウシ や ヤキ 
な どの 家畜 が この 地域 に 連れ て こら れ た た め , 
] ヨ テ の 食糧 が 豊富 に な っ た こと が その -- 因 


と も み ら れ る 
野 面 を わた る コー ラス 


] ヨ テ の 食物 は 表 歯 (げっ し ) 類 が 多く 、. 
腐 肉 や トカ ゲ 類 、 両生 類 も 食べ る 。 また 食 
査 が 不足 する と 共食い を する こと も ある 

了 を 養っ て いる と き は , ヒッ ジ な どの 家畜 
を 毅 う 率 が 多い 。 閥 物 が -- 度 に 食べ きれ な い 
と , 残り を 地 に 埋め て 尿 で し る し を つけ て お 
き .、 あと で も どっ て き て 食べ る 

鐘 れ を な し て 狼 物 を 追い つめ 、 後 ろか ら 細 
いか か る オオ カミ と は 違っ て , コ ヨ テ は つが 
い 、 あ るい は 単独 で 狩り を する の が ふつ う で 
ある が 、 と き に は 何 頭 か が 次 々 と 引き つい で 


獲物 を 追っ て いき , 追い つめ る と 正面 か ら 獲 











777 の 777 7 


7 / 1 時 / の A7/ り 71 








物 の 頭 や の ど に か みつ き , コ ヨ テ 独特 の 長い 
た 歯 て 深い 裂傷 を 与え る 。 オ オカ カミ より 足 が 
速く 、 ふつ う は 時 速 50 キ ロ く らい だ が .。 最高 
冬 速 65 キ ロ く らい で 30 分 以上 も 走り つづ ける 
こ か て きる 。 泳ぎ も うま く て 数 キロ くら い 
ま 水 いて いく し 、 か な り 耐 久 力 は ある 
オオ カミ と 同じ く , 狩り の た め の 巡 回 路 を 
に いて 規則 的 に 歩き まわ る が . と き に こ 
の ) 吉 回 路 は 10 キ ロ 以 上 に も な る こと が ある 
食 粒 が し ゅ うぶ ん で 自分 の 生活 が か き 乱 され 
な けれ は ば は 、 非常 に 珍し い 場 合 で は ある が --】 
) 間 、 同じ し 刀 タ 回路 を 回 こい る 。 尾 を だ らん 4 


承 中 きま っ / 





凛 所 に 尿 を か け て は . その に お い が 消 えな い 





356 一 20 7 が v70 の LOS7V れれ 


に に お い の 【 


1] テ の 学名 の 
る も の を 意味 する 
- の 習性 は 変わ 
れ と き に な る と 


草原 の あちこち 


まえ か が 始ま り 、 


その 意味 は 残念 な が ら ま / 


オオ カミ より は 和 無 貞操 


- 婦 で ある が 


\ 777 ガ リー が か た 7 が (7 が 


が い は 迷 年 し か 続か す オオ 有力 
な 生 な も に 過ごす と い 
それ と ころ か . 1 つの 上 菓 穴 の 中 に 


な り 。 生ま れ た 日 が 少し 異な る ら 【 


子 が は いっ て いる こと さえ た まにある の で 


た 多妻 も ある と 考え られ る 


繁殖 期 は 春 で 、63 日 前 後 の 妊 娠 
期間 を 経て 、 5 一 7 頭 ほ ど 生 まれ る 

は し は アメ リカ アナ クマ や スカ > 
タ ヤ マ ア ラ シ な どの 上 巣 を 、 母親 が ひろ (! 


良し た も の で いく つも の 出口 が あり 、 





上 昌 穴 を 使い 、 そ の 上 菓 穴 が こわ れ 


共 の コ ヨ テ は 乳頭 が 5 対 あ り . 





た が いち ば 
の は 子 を 育て る 期間 中 で ある 


8 週間 か ら 10 週 間 た 


か ら 出 て くる が . その 毛並み は まだ 親 コ 
に は 及ば な い 。 子ども た ちの 毛並み が よ 


、 親 の それ に 似 て き て ., 頭蓋 





小さ いと き に 捕え て 育て れ ば 人 に よ 


き な よ うだ が. イヌ の よう に ., 


を な め る よう な こと は な い 


な つて いる 


と の 後 は 一 度 食べ た 
ら の ロロ に 入れ て や る 方 
』 テ は 育児 期間 中 、 


ふ が 、 巣 穴 の 中 に は は いら 


まで に は 6 か 月 か か る 


2 年 ほ と で 性 的 に 成 詩 し 、10 年 か ら 18 年 ほ 。 


ーーー 一 カラ ー ペ ー ジ 解説 


日 本 の オオ カミ 











日 本 に は 2 種類 の オオ カミ 類 、 す な わ 
ち 、 エ ゾ オ オカ ミ Cgzzs /z が s 2 が 27 と 
ヤマ イヌ Cg 7ogo が zz が いた が , 
残念 な こと に どちら も 明治 年 間 に 絶え て 
し まっ た 。 


エゾ オオ カミ 


エゾ オオ カミ は 北海 道 に 生息 し て い 
た , 頭骨 の 基底 全長 が 24.5 セン チ も あ 
る , 巨大 な オオ カミ の 一 亜 種 で ある 。 こ 
の 亜 種 の 頭骨 標本 は 大 英博 物 館 に 1 個 あ 
る だ け で , 本 場 の 日 本 に は 破 訂 す ら 残 っ 
て いな い 。 明 治 に な っ て 北海 道 の 開 拓 が 
始ま っ た ころ に は , た くさ ん いて , ウシ 
や ウマ を 朋 い 、 大 き な 害 を 及ぼ し た と い 
う の に , 1900 年 前 後に は まっ た く 姿 を 消 
し て し まっ た 。 ま こと に 不思議 な こと で 
ある 。 

北海 道 大 学 農学 部 に は 、 雌 雄 2 頭 の エ 
ソ ツ オ オカ ミ の 制 製 標 ま が ある が 、 そ の な 
か に は いっ て いる 頭骨 は エゾ オオ カミ の 
も の で な いか も し れ な い 。 と いう の は 、, 
その ころ の 剣 製 師 は , 本 物 の 頭骨 は 別に 
と っ て お いて 、 剣 製 の な か に 入れ る 骨 は 
代用 品 を 使う こと が あっ た の で , 必ず し 
も エゾ オオ カミ の 負 製 の な か に は いっ て 
いる 頭骨 が エゾ オオ カミ の も の で ある と 
は か ぎら な いか ら で あ る 。 

北大 に は , オオ カミ の 制 製 が も う 1 体 
ある が , 犬 類 研究 家 の 故 斉 藤 弘 吉 氏 に よ 
る と , 残念 な が ら エ ゾ オ オカ ミ で は な い 
らし い 。 

大 英博 物 館 の エゾ オオ カミ は , そこ に 
所 蔵 さ れ て いる 多数 の ユー ラ シ ア , 北ア 
メリ カ 産 の オオ カミ と くら べ て も っ と 
も 大 きく , 実に みごと な 頭 朋 で ある 。 大 
型 貴 乳 類 研究 の 権威 で ある ポコ ッ ク R. 
1. Pocock が すでに 学名 が つけ られ て い 


カラ ー ペ ー ジ 注 


[ 注 1] オオ カミ の 胸郭 オオ カミ の 
胸 施 は イ ヌメ の それ より も る も 幅 が 狭く 深い 
(上 下 の 高 さ が 高い ) と いわ れ て いる 。 
この 点 で は ヤマ イヌ も オオ カミ に 等 し い 
の で , イヌ と ヤマ イヌ を くら べ て みよ 
つう 

ヤマ イヌ の 胸部 が 深い の は 助 骨 が 比較 
的 長い た めで 、 幅 が 狭い の は 助 骨 が 後ろ 
に ね て いる た めで ある 。 イ ヌス で は 助 骨 の 
上 部 の , 胸椎 と 関節 する 部 分 ( 助 骨 頸 ) 
が 前 に 折れ 曲がっ て いて 、 その た め 助 骨 
体 と 呼ば れる 助 骨 の 主 部 が ふだん か ら 立 
っ て いる が ,、 ヤマ イヌ で は 助 骨 頸 の 曲 が 
り が ほとん ど な く 、 助 骨 の 主 部 は 後ろ に 
ね わ て いる の で ある 。 ヤ マイ ヌメ の 胸郭 は 幅 
は 狭い が , 深 さ が あ る た め , その 人 容積 は 


今泉 吉 典 


る の を 知ら ず に , Cgzs 7 が s 7ez ( 王 
者 の 意 ) と 名 づけ た の も な る ほど と うな 
ず け る 。 北 アメリカ に は , これ より も 大 
き な オ オカ ミ が いる こと が まれ で は な い 
が 、 少 な く と も ユー ラ シ ア で は 最大 級 の 
頭骨 で ある 。 しかし, この 個体 だ け で エ 
ゾ オ オカ ミ が ユー ラ シ ア 最大 の 亜 種 で あ 
る と きめ つけ る こと は で きたな い 。 

大 英博 物 館 に 所 蔵 さ れ て いる エゾ オオ 
カミ の 頭骨 は 、 額 が 見 根部 か ら 急 に 高 ま 
っ て いる 典型 的 な オオ カミ の それ で あ 
る 。 イ ギリ ス の 研究 者 の な か に は 、 サ ハ 
リン に 生息 する オオ カミ る 同じ 亜 種 だ と 
考え て いる も の が ある が 、 も し そう だ と 
すれ ば , エゾ オオ カミ と いう 亜 種 は 、 幸 
い に も まだ 絶滅 し て いな いこ と に な る 。 















横顔 の 生 線 の 違い 
ヤマ イヌ オオ カミ 










ヤマ イヌ 


本 州 、 四 国 、 九州 に 生息 し た ヤマ イヌ 
は 、 オ オカ ミ の 小型 の 亜 種 と いう の が 世 
界 の 通説 に な っ て 以来 」、 ホ ンド オオ カミ 
と か ニホン オオ カミ と 呼ば れる よう に な 
っ た 。 だ が , これ は 狭義 の オオ カミ , す 
な わ ち Cgzs /zps に 含ま れる も の で は 
な く 、 別 の 種 だ と 思わ れる の で , 古 い 和 名 
を 生か し て ヤマ イヌ と 呼ぶ こと に する 。 

エゾ オオ カミ と 同じ よう に , ヤマ イヌ 
も 、1905 年 に 奈良 県 驚 家 品 で 捕え られ た 
若い 雄 を 最後 に . どう や ら 絶え て し まっ 
た よう だ が , 幸い に も 標本 は か な り た く 
さん 残っ て いる 。 オ ラン ダ の ライ デン に 
ある 王立 博物 館 に は ,、 シー ボル ト が 日 本 
で 採集 した, か な りみ ご と な ヤマ イヌ の 
仙 製 標本 が 1 体 と 、 頭骨 が 2 点 所 蔵 さ れ 
て いる し 、 大 英博 物 館 に は 前 記 の 奈良 県 
産 の ヤマ イヌ の 仮 銅製 と その 頭骨 が あ 
る 。 国 内 で は 、 国立 科学 博物 館 に 福島 県 


口蓋 後 縁 部 の 突起 の 有無 
翼状 骨 間 高 





ヤマ イヌ オオ カミ 





















ヤマ イヌ の 顕 骨 


私 た ちの 仲間 





産 の 負 製 標本 と 、 その 全身 骨格 が 1 点 、 
お よび 頭骨 が 2 点 あ る ほか , 東京 大 学 と 
和歌 山大 学 に 剣 製 標本 が あり , 頭骨 も 個 
人 所 有 の も の を 含め て , 少な く と る も 10 数 
点 は 残っ て いる らし い 。 こ れ だ け あ れ 
ば , どう に か ヤマ イヌ の 本 態 を つか むこ 
と も で きよ う 。 不幸 中 の 幸い と いう べき 
3 あめ の うら 


ヤマ イヌ の 分 類 上 の 位置 


ヤマ イヌ は 分 類 学 的 に みて , 不思議 な 
動物 で ある 。 

現 生 の イヌ 科 は , 古く か ら 3 つの 亜 科 
に 分 類 さ れ て きた 。 1 つ は オト キオ ン だ 
けが 含ま れ て いる オト キオ ン 亜 科 、 もう 
1 つ は ヤブ イヌ ドール , リカ オン の 3 
種 が 含ま れる シモ キオ ン 亜 科 、 最 後 が 残 
り の イヌ 科 動 物 の すべ て 、 す な わ ち , オ 
オカ ミ ,、 イ ヌス から キ ツネ 、 タ ヌキ まで が 
含ま れる イス 亜 科 で ある 





ヤマ イヌ と オオ カミ の 
頭骨 の 違い え 小河 原 芳美 





状 骨 間 窟 \ 側 頭 向 「 聴 胞 





イヌ と 大 差 が な い 。 
一 般 に 深い 呼吸 を する に は 、 胸 族 の 容 


イヌ (上 ) と ヤマ イヌ ( 下 ) の 胸郭 
上 財 か らら 見 流 を だ あろ デ 
え 小河 原 芳美 

















積 を 大 きく する 必要 が ある が ,、 その よう 
な と き に は 助 骨 を 立て る の が ふつ う で あ 
る 。 したがって, ふだん か ら 助 骨 が 立っ 
て いる イヌ より も 、 ふ だ ん は 助 骨 が 後ろ 
に ね て いる ヤマ イヌ の ほう が 、 い っ そう 
胸部 の 容積 を 大 きく で きる 。 

ヤマ イヌ や オオ カミ の ほう が イヌ より 
も ずっ と 深い 呼吸 を する の に 適し て いる 
うこ ど が で きよ よう 。 
[ 注 2 〕] オオ カミ の 群れ オオ カミ は 
家族 災 で 生活 する 。 それは 1 対 の 成 事 し 
た 雌雄 、 そ の 年 に 生ま れ た 子ども , それ 
に 前 の 年 に 生ま れ た 子ども か ら な る 家族 
で , ふ つう は 10 頭 前 後 が 一 団 と な っ て い 
る 。 こ の 家族 群 は 一 定 の な わ 張 り を も 
ち 、 群 れ の 各 員 は 絶え ず な わ 張 り 内 を バ 





側 頭 富 の 小 孔 の 数 の 違い 


2 


ヤマ イヌ オオ カミ 








聴 抱 の 大 き さ の 違い 








トロ ー ル し て , 他 の オオ カミ の 侵入 を 防 
いで いる 。 

し か し , ツン ドラ 地帯 で は 、 秋 に な っ 
て トナ カイ の 大 群 が 移動 を 開始 する と , 
2 つま た は 3 つの オオ カミ の 家族 群 が 集 
まっ て き て ,、20 頭 以上 、 と き に は 36 頭 も 
の 大 き な 群 れ に な る 。 オ オカ ミ は この よ 
うな 大 き な 群 れ で トナ カイ を 襲う の で あ 
る 。 こ れ は も ちろ ん 、 大 型 の 獲物 を 間 う 
た め の 便 宜 に よる の で あろ う が , 同時 
に , これ に よっ て 独身 の 若い 個体 が 配偶 
者 を 選 氷 チャ ンス が 得 ら れる こと ゃ 重要 
で ある 。 

オオ カミ の 夫婦 は , ほとん ど が , た が 
い に 一 生 を 連れ そう と 考え られ て いる , 
画 (今泉 吉 典 ) 
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人 に 本 格 的 な 春 が や っ て きた の は 、 6 
月 に 入っ て か ら だ っ た 。 堆 と 雨 の 土地 に 
は 大 陽 が めった に 顔 を 出さ ず 、 北 海道 の 
南側 と 比べ 、 花 や 蝶 が 眠り に つい て いる 
時 間 が 長い 。 

その 意味 で は , 暗く 陰気 な 土地 で あ 
る 。 ハ イビス カス が 1 年 中 咲き 乱れ る 南 
の 烏 の 明る さ は ここ に は な い 。 

特に 今年 は 。 早 くも 冷害 が 噂 され て い 
た 。20 年 ぶり の 異常 だ と いう 。 牧 草 で さ 
え , 第 1 期 の 刈込 み が 出 来 そ うる も な いと 
いう ニュ ー ス が 伝わっ て きた 。 

そう 言え ば , 例年 6 月 の 中 旬 に は 満開 
に な る と いう スズ ラン が , や っ と 芽 を 出 
し た ば か り だ 。 こ の 調子 で は 7 月 に 入っ 
て も , 日 当たり の 悪い 場所 で は スズ ラン 
の 花 が 見 られ る だ ろう 。 

聞 の 日 が 多い 。 雨 の 日 が 多い 。 

そし て , 却 と も 雨 と も つか め ぬ 日 も か な 
りあ る 。 濃 い 乳 白色 の と ば り が 天 と 地 を 
と ざし , 家族 だ け で 家 の 前 に 入っ て いる 
と , どこ か 他 の 天体 、 火星 か 木星 の と あ 
る 沙 に いる よう な 気 が し て きた 。 

侍 怪 な 断続 音 、 け た た まし い 叫 び 声 は 
カモ メ の ラブ コー ル 。 つ い 近 く で 鳴く そ 
の 姿 が 見 え ず , 恋 の 歌 が 天空 に こだま す 
る 時 だ け , 足 先 の 潮騒 が ふっ と 聞こ えな 
な っ が 

原色 と り ど り の 人 花 と き ら め く 太陽 , 目 
に し みる サン ゴ 人 砂 も る よ か ろ う 。 それに 
憧れ , 南 へ 南 へ と 旅 し た 時 代 も あっ た 。 











玉 





最近 は 第 四 紀 洪 積 世 の 員 孔 類 化石 の 研 
究 が 急速 に 進ん で きた が , それ に よる 
と , シモ キオ ン 亜 科 の うち 少な く と も ド 
ー ル と リカ オン は 、, 洪 積 世 の は じ め に イ 
ヌ 亜 科 の イヌ 属 か ら 分 か れ た も の で , 亜 
科 の 特徴 と され る , 歯 の 数 が 減っ た り 、 
臼歯 の 構造 が 違っ て きた の は ご く 新 し い 
fa 

も し ,、 この よう な 説 が 正しい と する な 
ら ば ,、 ヤマ イヌ こそ ,、 シモ キオ ン 亜 科 が 
イヌ 亜 科 の イヌ 属 か ら 分 か れる , その 分 
岐 点 に も っ と も 近い と ころ に 位置 する 古 
い 種 な の で は な か ろう か 

と いう の は ,、 イヌ 量 科 の 動物 で は 、 頭 
骨 の 側 下部 に 、 太い 神経 や 血管 の 通る 大 
き な 孔 が 、 正常 な も る の で は 5 個 開い て い 
る が 、 シ モ キ オン 亜 科 で は 大 多数 の も の 
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雨 と 義 の 陽 で 


雨 と 邑 に ぬれ な が ら 


良 どん べ え は 草むら を 遊び まわ る 


現に 昨年 は 沖縄 の は ずれ で 気 も そぞろ 、 
日 の 光 が と きど き 金 色 の 結 目 模様 を 作る 
青い 海底 で , 一 生 こ こ に 住め た ら な ど と 
考え た り し で て いた. 

だ が , 却 の 国 も いい 。 今 。 僕 は 動物 界 
に 不時着 し 、 そこ か ら メ ッ セ ー ジ を 送り 
続け て いる 気 が し て いる 。 思 い の た け を 
綴っ た 紙切れ を 小 義 に つめ 、 ド ボン と 眼 
前 の 波 に 投じ て 

どん べ え も ゃ 海 と 霧 の 子 で ある 。 大 音 な 
らい ざ 知 ら ず 、 浜 で 育て られ た ヒグマ は 











が , この 孔 を 6 個 も っ て いる 。 

と ころ が 不思議 な こと に , ヤマ イヌ で 
は 、 5 個 の も の と 6 個 の も の が ほ ば 半々 
か , むし ろ 6 個 の も の が 多く 、 少な く と 
も る この 点 で は ,、 シモ キオ ン 亜 科 に 近づい 
て いる の で ある 。 

また ヤマ イヌ は イヌ 亜 科 イ ヌ 属 の オオ 
カミ と 違っ て , 額 が 見 根部 か ら 急 に 高 ま 
る こと が な いし , 同じ く イ ヌ 属 の コ ョ 
テ , オオ カミ 。 ジャ ッ カ か カル イヌ な ど で 
は 、 口 訟 の 後 縁 に 突出 し た 部 分 が ある の 
だ が , ヤマ イヌ で は その 部 分 が くば ぼん で 
いる な ど 、 イ ヌ 亜 科 イ ヌ 属 の 動物 と も 相 
違 す る と ころ が 多い の で ある 。 

以上 , ヤマ イヌ に つい て の な ぞ は 多い 
が 、 イ ヌ 科 の 系 統 を 研究 する うえ に 欠く 
こと の で き な い 貴重 な 種類 の よう で あ 
る 











珍し い の で は な か ろう か 、。 

いく ら 何 で も , メス に どん べ え と いう 
名 前 は ひど 過ぎ る と 非難 され 、 家庭 裁判 
所 に 改名 届 を 出 そ う と 考え た こと も あ 
る 。 交 子 と か 海 子 と か ,、 この 島 に ちな ん 
だ 名 に し よう と 硬 っ た 。 

だ が , 両者 と も 字面 は いい が 、 有 弱 々 し 
くっ て ヒグマ 向き で は な い 。 そ れ か と 言 
っ て 英語 に すれ ば , Sea 子 に な り , お 
し っ こみ た いで けっ た くそ が 悪い 。 や は 
り ど ん べ え は どん べ え で ある 。 た と え メ 


霧笛 の 音 も 吸い 込ま れる よう な 、 暗い 霧 に 包ま れ た 日 が 続く 


日 本 犬 と ヤマ イヌ 


日 本 犬 の 祖先 は ヤマ イヌ で ある と か , 
日 本 犬 に は ヤマ イス の 血 が 混ざっ て いる 
と いう 説 が 、 今 な お か な り 有 力 で ある 。 

な る ほど , ヤマ イヌ は オオ カミ より ず 
っ と 小型 で 、 頭 骨 の 基底 全長 が 17 .4> 
20.6 セン チ ほ ど で あ る か ら , 中 型 か ら 
大 型 の 日 本 犬 に 大 き さ が よく 似 て いる 。 
し か し , 日 本 犬 に ヤマ イヌ の 血 が 混ざっ 
て いる よう な 形跡 は , 少な く と も 骨格 に 
は まっ た く 見 い だ す こと が で き な い 。 

日 本 犬 は ヤマ イヌ に くら べ て , 額 が ず 
っ と 高く , 功 や 胴 が 短く , 胸 の 幅 が 広い 
た め に , 前 肢 の 左右 の 肩 の 関節 は 間 が 広 
く 開 いて いる 。 オ オカ ミ や ヤマ イヌ で 
は , この 関節 は 左右 が た が い に 接 近 し て 
いて , これ が イヌ と は 違っ た , オオ カミ 





畑 正 意 


ス で あろ うと も , 手ごわい , 男性 的 な 動 
物 で ある 。 日 が 経つ に つれ 家族 の 全員 
が , どん べ え と いう 名 の 素晴らし さ を 認 
め て くれ た 。 

究 の 深い 日 、 ど ん べ え の 体毛 に は 雨 と 
も つか め 水 分 が 凝結 し 、 先端 で 清らか な 
宝石 に な っ た 。 品 の まわ り に ある 3 セン 
チ ほ どの まばら な ひげ , 目 の 上 に ビン と 
張っ た 毛 , 目 の まわ り の まつ げ と 思 し い 
も …… そ の すべ て が 白銀 の 飾り を つけ 





らし い 足 つき を させ て いる の で ある . 

また , ヤマ イス ヌス と オオ カガミ で は ,。 四肢 
の 指 の うち 、 中 央 の 2 本 の 指 が 側 方 の 指 
より も ずっ と 長い が , 日 本 犬 で は その 差 
が あま り 顕 閉 で な い 。 ヤ マイ ヌ や オオ カ 
ミ の 足跡 は 長い 椿 円 形 な の に , 日 本 犬 が 
ほとん ど 円 形 な の は 、 この た めで ある 。 

日 本 犬 と ヤマ イヌ の 違い は 、 この ほか 
に も た くさ ん ある 。 骨格 を くら べ て みれ 
ば 、 そ の 違い の あま り に ゃ 暑 な の に 驚 
くば か り で , これ ら 両 種 が 近 緑 だ な ど と 
は と て も 考え られ る も の で は な い 、。 
ヤマ イヌ は 滅ん だ の で は な い , 日 本 犬 
と 交配 し て 合体 し て し まっ た の だ , と い 
う 説 も ある 。 ヤ マイ ス の 絶滅 を 憶 む 人 た 
ち に は 残酷 の よう だ が , その よう な 可能 
性 は ほとん ど な い ,、 と いう の が わた し の 
考え で ある 。 画 
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気温 が 低い の で , 吐く 皿 が 白く 見 え 
る 。 潮 を た っ ぷり 走っ た 後 の ど ん べ え 
は 、 四肢 を 投げ 出し 、 切 な そう に あえ 
ぐ 。 そ の 度 に 、 た くま し い 口 か ら め ら め 

> と 湯気 が 立つ 、 

2 
い 表情 は みじん も な か っ た 。 精 翌 で 、 衣 
気 で 、 ふ て ぶ て しく , 何 も の も 怖 れ め ぬ 野 
員 そ の も の だ っ た 。 

か すか な 気配 に 耳 が 動く 。 背 の 毛 が 敏 
感 に 反応 する 。 それ ら は 日 に よっ て は , 
保守 的 で 豚 病 な 野性 の 表 わ れ と も や 受 と け 
取れ た 。 し か し 霧 の 日 に は , 攻撃 の 前 の 
雄々 し い 反 応 だ と 感じ られ る 
ーー どん べ え よ 

と 、 僕 は 心 の 中 で 問い か けた 。 
ーー お 前 と お れ は こう し て 結ば れ , こん 
な に も 近々 と みつ め 合 っ て いる 。…… で 
も , 何故 、 こ うし て 一 緒 に 生き て いか ね 
ば な ら な い の だ 。 

SL 来年 の 今頃 ど 


人 も る ろ と 消化 され 。 甘 に な り 下 が 
る 可能 性 $ あ る 。 秋 に は 建設 する 

新しい 住居 で 平和 に 暮らし て いれ ば , 彼 
女 は 三 ま わり も 四 ま わり も 大 きく な っ て 
いこ と だ ろう 
そもそも 僕 の 人 生 そ の も の が , 見 通し 
が きか ぬ も の だ っ た 。 ピ 明日 が どう な の か 
自分 に も わか ら ぬ 小さ な 放浪 者 だ っ た 
ちょ うど この 深い 霧 と 同じ よう に 

到 は 奇妙 だ 。 島 と 海 を 包ん で これ だ け 
深い の に 、 白 分 の まわ り だ け は 洒 れ る は ほ 
ど 鮮明 で ある 。 煙 草 に つい た 小さ な 水滴 
の し み が , 煙草 が 短く な る に 従っ て すう 

と 消え て ゆく の が 克明 に わか る 。 は ほら 
2 どん べ え の 耳 の 毛 に つい た 水滴 が 
根元 へ 向かっ て 流れ 、 途 中 で 生々 に 健 
けた 

- こ れ が 人 生 な の か 。 聞 に と ざさ れ た 
- 場 の 夢 、 そ れ で いい じゃ な いか , と 僕 
は 思う 。 死 ぬ ま で の 明確 な 設計 図 な ん 
て , 引け や し な い だ ろ う 

僕 の 母方 の 祖父 は 、 か た い 商 売 と し て 
質屋 を 選ん で いた た SS 
うど 流さ れ よ うど どっ ち に 転ん で る も 損 
は な いと 自慢 し て いた が 、 あ る 日 小石 に 
けつ まず いて 転び 、 頭 を 強打 し て 死ん で 
し まっ た 。 転 び 方 だ っ て 、 三 通 りや 四 通 
り で な い の が 人 生 で ある 。 

それ に し て も , ここ へ 移り 住ん で , 僕 
は 涙 も ろく な っ た 。 稚 い 動 物 が 手 に 入 
り , すく すく と 育っ て いく と ころ を 見 る 
と , 涙 が に じん で な ら め ぬ . 


家族 いや それ ぞ れ 情 書き の つい た 隊 


長 た ち は 、 歳 を と っ た な あ 、 そろ そろ 
引退 式 の 準備 だ な 
人 だめ 


また や う 1 大 の イノ ジジ は 
「 気 を つけ て 下さ いよ 。 ど ん べ え に 食わ 
れる 覚悟 な ん て 相 ち や 頁 で す よ 





と 心配 気 で ある 

読者 よ 、 安 心 名 され よ 、 僕 は な か な か 
死な ぬ 。 危 険 の 度合 が わか ら ぬ 肛 病 者 で 
は な いつ も り だ 。 ま だ まだ の さば っ て , 
書き と め て 置き た いこ と が 山 ほ ど あ る 。 
で も , 自分 の この 変化 は どう だ ろう 
か 。 そ ば ぼ 降 る 霧 が か ら だ に し みこ ん で , 
涙腺 か ら 分 泌 し て いる の だ ろう か 

な に 、 それ は ほど 複雑 な こと で は ある ま 
い 。 ね え , どん べ え ちゃ ん , いい 子 だ ね 
ええ:… それ と 同じ こと ど と で あろ う 。 グマ と 
ほら すこ と で , 僕 自身 が 変質 し 始め て い 
る の で ある 。 頭脳 の つく り は も と も と 複 
雑 な 方 で は な か っ た が 、 日 を 追っ て 短期 
間 に ク マ 的 に な っ て ゆく 。 人 と 利害 の か 
らん だ 話 を する の が お っ くう に な り , 自 


夜空 の 動物 た ち 


ちょ うど 今 ご ろ に な る と , ^ べ ガス ス 
の 四辺 形 * と し て 親しま れ て いる 星座 が 
よく 見 えま す 。 1 等 星 は ひと つも あり ま 
せん が 、 2 等 星 と 3 等 星 か ら な る 4 つの 
星 が ほ ば 正方 形 に 並ん を で お り 、 その 四角 
の な か に は 星 が 見 えな い の で 、 た い へ ん 
EK る 回 75 ち (まま 

この “ベガ スス *” と いう の が お も し ろ 
い 動 物 で 、 連 を もぉ っ た ウマ な の で す 。 ウ 
マ に 羽 が は えて いる な ん て 変 な 話 で す 
が , キナ シャ 神 店 に よる と , むか し エチ 
オビ ピア に 大 嵐 が あっ た と き , 国王 は そ 
の 呈 を 海神 の 怒り と 思っ て 、 これ を 静め 
る た め に 自分 の か わい いひ と り 娘 の アン 
ドロ メダ 姫 を 、 い け に えにし よう と し た 
の で す 。 か わい そう に , な ん の 罪 も な い 
アン ドロ メダ 姫 は 、 両手 を 鎖 に し ば られ 
て , 濾 の 打ち 寄せ る 岩の上 で さら し も の 
に され まし た 。 肖 は 容赦 な く 打 ち 寄 せ 
て 、 姫 の 頭 か ら 雨 の よう に 降り そそ ぐ の 
で す が : それ ば か り で まな く 、 ディア 
マト * と いう も の すご い 化 け ク ジラ が , 
波 の 間 か ら 姫 に 襲い か か ろう と し て いま 
に た 

で の が きい きこ か ら か い な な き が 
聞こ えた か と 思う と , 1 頭 の ウマ が 近 づ 
いて きた の で す 。 そ の ウマ が “ べ ガ スス < 
で し た 。 こ の ウマ の 上 に は ギリ シャ の 
男 士 ベ ペルセウス と いう 人 が 乗っ て いま し 
た 。 か れ は 南方 の 国 で 、 他 の 怪物 を 退治 

きた 帰り が け だ っ た の で す が , た ま 
た まこ の エチ オビ ア の 海岸 を 通り か か る 
と , た い へ ん な 風 で す 。 見 る と 、 濾 の 打 
ち 寄 せ て いる 岩の上 に , 美しい お 姫 さ ま 
が さら し も の に な っ て いる で は あり ませ 
ん か 。 し か も ゃ も , 沖の ほう か ら も の すご い 
化け クジ ラ が 近づい て , 姫 を ひと の み に 
じ ポ うと も で いる と そろ : で すず 





分 の 感情 の 動き が 人 間 離 れ し て きた の が 
よく わか る ここ し ば らく は , 人 に 対す 
る 好 悪 の 情 が 激 CC なり そう 

却 は ます ます 濃く , 風 が 呼吸 を や め た 
時 、 季 宇 が 邊 の すき ま か ら 8 び 寄っ て き 
だ 霧 を 運ぶ 風 は 灯台 へ と 向かい 、 あの 
も の さび し い 調 べ を 途中 で 押し 戻す こと 
の 方 が 多い の で ある 

- 休 み し た どん べ え が 、 ま た 溶 を 走り 
始め た 。 

一 頃 に 比べ る と ,。 ギャ ロッ プ も 堂々 と 
し て きた 。 前足 で 大 地 を 叩き つけ 、 力 強 
く 後ろ に 搬 く 。 そ の 度 に 背 の 筋 肉 が も く 
り も くり と 動く 

僕 は 叫ぶ 。 

は 褒 生れ 





私 た ちの 仲間 





それ か ら ぐ っ と 足 を 踏ん 張っ た 
生生 Ge と 6 に で た の 

遇 が 張る 

と 同時 に 。 どん べ え の か ら だ が 首輪 の 
向 こ う へ 放り 投げ られ る 形 に な り 、 頭 だ 
けが わ じ くれ て こち ら に 残っ た 。 
2 の ーー ニコ 


どん べ え は 反抗 的 に 口 を 開閉 させ 何 
が 自分 を と め た の か わか ら ず に 、 気狂い 
ビ みた 汰 見 を 示し て 自分 の 足 に 咳 み つい 
た 。 そ の 痛み で ます ます 興 稚 し 、 前足 を 
振っ て いる うち に 鎖 に か ら み 、 溜 身 の カ 

を こめ て 鎮 に か じ り つ く の だ っ た 

- 体 これ で , 平和 に 散歩 出来 る よう に 
な る の だ ろう か 。 画 


改 の ば えた 名 ご べ カ スズ 


水野 良平 


^ ベ ペガスス ” フラ ム ス チ ー ド 天球 図譜 , (恒星 社 編 ) より 


これ は 一 大 事 と さすが は 名 だ た る 男 
PC の SeooPr く KSPOI で 7PPYCSITNy 
グ ジ ラ を みごと だ 退治 し で し まい まし 
た 。 ク ジラ が 死ん で し まう と 濾 も お さま 
り 、 さ す が の 大 も すっ か り 静 まっ て し 
まい まし た 。 ペ ル セ ウ ス は 気 を 失っ て う 
な だ れ て いる アン ドロ メダ 人 姫 の 鎖 を 絶ち 
切っ て , 父 王 テ ケ フ ェ ウス の も と に 連れ も 
ど し て や り ま し た 

この と きか れ の 乗っ 
ス が 非常 に 速い ウマ で し た か ら , 見 て い 
た 人 が .,「 飛ん で いる の で は な いか 」 と 
で も 思っ た の で にょ う 。 で ん な わけ で 。 
あの 鳳 の な か を 非常 な 勢い で べ ガ スス が 
近づい て くる の を 見 た 人 が , 他 の 人 に 話 
し て 聞か せる と き に ,「 あ の と き は , ウ 


て 来 た 愛 馬 べ ガス 
QO 


マ が 飛ん で きた よ 」 と で も いっ た の で し 
ょ う 。 それ を 聞い た 人 が 「 べ え / それ 
じゃ あ 装 で も る は えて いた の か な ? 
えた の か も し れ ま せん 

そん な 話 が 何 十 年 も 何 百年 も 語り 伝え 
られ て いる 間 に , と うと う , * 羽 の は え 
た ウマ と いう よう な こ なら 笛 ま 
っ た の で し ょ う 。 と か く 神 話 と か 伝説 と 
か いう も の は ,、 話 が お お げ さ に な っ て い 
くも の で す 

し か し , この 男 士 ベ ペル セ ウ ス る 星座 に 
な っ て いま す が , アン ドロ メダ も や, 国王 
の ケ フ ェ ウス も , 王妃 カシ オ べ や ヤ も , ま 
た 化け クジ ラ も 、 みん な 仲良 く 星 座 に な 
っ て , 秋 の 空 一 面 に 美しく ひろ が っ て い 
ます 。 一 (天文 学者 ) 
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私 た ちの 仲間 






鉛 | 育 目 | 受 13 | ロタ ヌキ 


この 白 タ ヌキ は 種 名 で は な く ,、 ホン ド 
タヌキ の アル ビ ノ , 俗 に 白子 と 呼ば れる 
2 

。 皮膚, 風 妃 も 色素 を 欠い て いて 、 マ 
2 
い 目 で ある 。 

昭和 37 年 12 月 15 日 に 、 京都 府下 の 紡 癌 
市 に 住む 四方 真 蔵 さん が 仕掛 けた トラ バ 
サミ に か か っ た も の で , その 日 の 午後 8 
時 ご ろ , 京都 市 動物 園 あ て に 「 い ら な い 
か 」 と いう 問い 合わ せ の 速達 が 届い た 。 
それ か ら 5 日 後 の 朝 , わた し た ち は , 日 
ご ろ 慎 重 運転 で 絶対 に 交通 違反 を し な い 
と いう 運転 手 と いっ し ょ に 車 で 出かけ た 
も の の ,、 どう いう わけ か , この 日 に 限っ . 
て 7 キロ オー バー の スピ ビー ドド 違反 で つか 
まっ た 。 そ れる 綾部 市 で の で き ご と だ っ 
た の で , 白 ク ヌキ の タタ リ だ な ど と や い 
や い 言 いな が ら ,、 し ぶし 京 前 金 を 払っ た 
も の だ っ た 。 


京都 市 動物 園 


白 タ メキ は 虹彩 や 服 絡 膜 の 色素 を 欠い 
て いる た め , 目 か ら は いる 光線 量 の 調節 
機能 が うま くい か な いら し く , いつ も ま 
ぶし そう に 目 を し ょ ぼ つ かせ て いる が 
その 結果 、 失 明 す る 例 も 多い と 聞く 。 当 時 

2 約 6 か 月 ほど の 若い 雌 だ っ た 

, 当 園 に き て すでに 8 年 半 も 過ぎ て い 
PER 
る の で は な いか と 心配 し て いる 。 

到 章 以来 、 ふ つう の 色 を し た 雄 タ ヌキ 
と いっ し ょ に 暮らし て は いる が , 子ども 
を 生ん だ こと は 一 度 も な い 。 その後, 綾 
部 市 で 白 ク ヌキ が つか まっ た 話 も な い の 
で , この 個体 は 突然 変異 の 結果 生ま れ た 
も の だ っ た の で は な か ろう か 。 画 

(獣医 師 滝沢 晃 夫 ) 




















編集 部 より : 原稿 入手 後 、 動 物 園 か ら 
連絡 が あり ,、 この 白 タ スキ は , 残念 な が 
ら 死 ん で し まっ た と いう こと で す 。 


















た の し い 動 物 の お は な し や 一 一 
か わい い ペ ッ ト の お は な し 旗 お 寄せ くだ さい 


愛育 の 記 王 募集 中 


動物 の 飼育 , 観察 な ど , あな た こと 動物 た ちと の 交流 多 描 いた 記録 
や 作文 な ご 狗 お 寄せ くだ さい 。 動物 の 種類 は 問い ませ ん 。 応募 原 
稿 は 400 字 詰 原稿 用 紙 30 枚 以内 , 原則 と し て 返却 いた し ませ ん 。 


@ 募 集 対 象 

① 個 人 の 部 (共同 研究 な ど を 含む ) !00 東京 都 千 代田 区 有楽 町 2 の 3 

A 小学 生 の 部 B 中 学生 の 部 C 一 般 の 部 日 新聞 社 出 版 業務 部 世界 動物 百科 」 愛 珍 の 記 係 
@ 学 校 の 部 @ 次 


A 小学 校 の 部 B 中 学校 の 部 個人 の 部 5 
@ デメ 切 ・ 応 募 方 法 AB 最 優秀 作 各 | 編 奨学 金 ( 各 10 万 円 ) 


昭和 46 年 12 月 31 日 必着 AB 優秀 作 各 5 編 胡 学 金 ( 各 2 万 円 ) 

必ず 第 | ペー ジ に 住所 , 氏名 (学校 の 部 は C 最 優秀 作 | 編 !0 万 円 優秀 作 5 編 ( 各 2 万 円 ) 
指導 教諭 名 ) を 明記 の こと 。 学校 の 部 

〈 お 問合せ と 送り 先 > AB 最 優秀 校 各 ! 校 理科 用 具 ( 各 20 万 円 相当 ) 
AB 優秀 校 各 5 校 理科 用 具 ( 各 5 万 円 相当 ) 

















冬 が 近づく と 、, 今 まで 元気 に 泳い で い 
た キン ギョ や コイ や, 池 の な か で じ っ 
し て 動か な く な っ て し まい , 上 の 間 元 気 
に えさ を 食べ て いた カメ も 、 首 を 甲羅 の 
な か に ひっ こめ た まま じっと し て いる の 
で , 心配 する 人 も ある よう で す 。 

今週 来週 と 2 回 に わた っ て , わた し 
た ちの 身近 に 飼っ て いる ベッ ト の な か 
で , 変 温 動物 と いわ れる 有 虫 類 、 両 生 
類 、 魚 類 な どの ^ 冬 越し し に つい て , ど 
うし た ら じ ょ うず に 寒い 冬 を 過ごさ せる 
こと が で きる か を お 話し まし ょ う 。 

動物 は , 員 池 類 や 鳥類 の よう に , 外界 
の 温度 に か か わら ず , ほぼ 一 定 の 体温 を 
保っ て いる 人 恒温 動物 ( 温 血 動物 と も い 
う ) と , 動物 の すん で いる 周囲 の 温度 に 
よっ て 、 それ ぞ れ の 動物 の 体温 が 変化 す 
る 変 温 動物 (冷血 動物 と も いう ) と に 分 
ける こと が で きま す 。 日 本 の よう に 四季 
の 変化 に よっ て , か な り の 温度 差 が ある 
と ころ に すん で いる 変 温 動物 れ み る と , 
夏 の 間 は えさ を 元気 に 食べ 、 か ら だ の 代 
謝 活 動 も 活発 に 働き , 成長 し 、 繁殖 し て 
いき ます が , 冬 に 気温 や 水温 が 低下 する 
と 、 代 謝 活動 は 著しく 詞 え , 動き も 鈍 

り 、 水 の な か ある い は 地 中 な ど に も ぐっ 
て 冬 を 過ごし ます 。 こ の 冬眠 の 状態 を み 
る と 、 死ん で いる か の よう に じっと 動か 
な い の で す が , こう し た 状態 で 、 え さ な 
どの な く な っ た 環境 に 耐え 、 春 、 温 度 が 
上 昇 し て くる まで 生き つづ ける の で す 。 
気温 や 水温 の 低下 と と も に 体温 も $ 下 が 
り , 心臓 の 鼓動 や 呼吸 も 減り 、 夏 か ら 秋 
まで の 間 に 体 内 に た くわ えら れ た 脂肪 に 
よっ て , 冬 の 間 を 生き つづ け ま す 。 

この よう に 自然 の 状態 で は 、 変 温 動 物 
た ち は , それ ぞ れ 周囲 の 環境 に 基づい て 
生活 を 送る の で す が 、 わ た し た ち が ベ ペッ 
ト と し て 人 間 の 支配 下 に 置い た 場合 は そ 
う は いか な い の で いろ いろ な 面 に つい 
て 考慮 し て や る こと か が 必要 で す 。 

冬 を 過ごす の に 二 通 り の 方 法 が あり ま 
す 。 そ の 1 つ は , 自然 界 と 同じ よう に , 
温度 の 低下 と と も に 冬眠 させ て し まう 方 
法 で , 他 の 1 つ は 暖房 ・ 保 温 な ど に よっ 
て , 夏 と 同じ よう な 状態 を つく り だ し て 
や る 方 法 で す 。 

冬 眠 させ て し まう 場合 、 どの 変 温 動 物 
に も いえ る こと は , まず 冬 に 向け て の 体 
力 づ くり を する こと で す 。 冬 眠 す る まで 
に , か ら だ に じゅ うぶ ん な 栄 槍 を た くわ 


を お こと わり 本 号 『 も う ひ と つの 世界 』『 漢 字 の ふる さ 








えさ せ て お か な いと , 冬眠 中 に 死ん で し 
まっ た り , 春 、 冬 眠 か ら さめ た と き に すっ 
か りか ら だ が 似 弱 し て いて , 病気 に か か 
りや すい 状態 に な っ た り し ます 。 

次 に 冬眠 する 環境 を つく っ て や る こ 
で す 。 と いっ て も , 気 を つけ な けれ ば な 
ら な いこ と は , 本 な ど を 調べ て , カメ は 
凸 の な か に も ぐっ て 冬眠 する と 書い て あ 
る と , 穴 を 掘っ て カメ を 埋め て や る 人 が 
いま す 。 こ れ で は , 生き 埋め と な っ て カ 
メ は 死ん で し まい ます 。 あ くま で る 動物 
自身 で 、 土 の な か に も ぐっ て いか せる よ 
うに し な けれ ば な り ま せん 。 も ぐれ る よ 
うな 環境 を , 人 間 が つく っ て や る だ け で 
よい の で す 。 人 為 的 に 冬眠 場所 を 用 意 す 
る の で す が , な る べく 自然 に 近い 状態 を 
つく ゆり だ し で くだ さい Ws 

夏 と 同じ よう な 状態 で 、 冬 を 越 さ せよ 
うと いう 場合 は 、 暖房 し な けれ ば な り ま 
せん 。 水 の な か の 動物 な ら 、 ヒ ー タ ー と 
サー モス タッ ト を 使っ て , 絶え ず 25"C 
前 後 を 保つ よう に し ます 。 胞 虫 類 や 両生 
類 の 場合 は 外気 で 呼吸 し ます の で , ヒ 
ヨコ 電球 や 白熱 電球 な ど を 上 か ら 照 ら 
し , 温度 を 保 た な けれ ば な り ま せん 。 画 

(上 野 動物 園 水族 館 飼 育 係長 ) 





裏表 紙 説 明 


フウ ライ ウオ 学名 を 5o/ezgsoyzZs 
カ g7gdozgy と いう 。 トゲ ウ オ 目 カミ ソリ 
ウオ 科 の 海産 魚 で 、 大 きい も の で 全長 15 
セン チ く らい 。 イ ント 洋 か ら 太 平 洋 へ か 
け て の 海洋 に 5,6 種 が 生息 する 。 

か ら だ は 、 両 側 か ら 押 し つぶ し た よう 
に 平たく , 前 方 へ 長く の びている 矯 も 同 
様 に 平たく て , その 前 端 に 真 上 を 向い た 
ロ が ある 。 ロ の な か に は 歯 が な い 。 

タツ ノオト シゴ や ヨウ ジウ オ の 属す る 
ョ ウジ ウオ 科 と , この フウ ライ ウオ の 属 
する カミ ソリ ウオ 科 の 魚 で は 、 海 薬 と ま 
ぎら わし い 人 色 や 形 を も っ た も の が ある 点 
な ど , 似 て いる と ころ が 多い 。 し か し 、 
タッ ツノ オト シゴ な ど で は , 雄 が 腹部 の 美 
の な か で 子 を 育て る の だ が , この フウ ラ 
イ ウ オ は , 雌 が その 役 を する 点 , 異な る 。 

カミ ソリ ウオ 類 を 英語 で ghost pipe- 
fishes (幽霊 の よう な ヨウ ジウ オ の 意 ) 
と いう が ,、 あでやか な , か わい らし い 幽 
霊 で は ある 。 画 (撮影 益田 一 ) 

( 文 阿部 宗 明 農林 省 東海 水産 研 ) 


と 』 は 休載 し ます 。 
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秋 深 い 山 奥 の 木 の 間 に 、 耳 を びん と 立て た 白狐 が 1 頭 、 何 も の か 
を 見 つめ る よう に じっと 人 秀 ん で いる 。 画面 いっ ぱい 隅 々 に 至る まで 
秋 の 草 や 葉 が 描か れ て いる が 、 こ の 白狐 の 周囲 は 妖しい まで に 静 ま 
りか えっ て , 物音 ひと つ 聞 こえ な い 。 そ こ は 、 人 間 世 界 か ら 切り 苑 
され た 、 何 か 魔性 の も の の 支配 する 別世界 の よう な 印象 すら 与え 
る 。 そ し て , その 世界 に 君 上 起 し て いる の が , 言う まで も な く こ の 虹 
様 な 眼差し の 貼 質 な の で ある 

この 話 風 は 、 大 正 3 年 再興 美術 院 の 最初 の 展覧 会 に 出品 され ・ 
評判 を 呼ん を だ も の で ある 。 白狐 の 描か れ て いる 半 双 は 、 ほ と ん ど 隙 
間 も な い ほど 、 ぎ っ し り と 樹木 や 草 葉 で 緩 われ て いる の に 対し て 
も う 半 双 の 方 は 逆 に 大 部 分 を 大 きく 余白 と し て 残し て , 両方 思い 
切っ た コン トラ スト を 作り 出す よう 考え られ た 構成 は 、 も ちろ ん 意 
識 的 に 計算 され た も の だ ろう が , この 画面 に は 、 その よう な 理知 的 
な 計算 が 働い て いる 半面 。 何 か つか まえ どこ ろ の な い 不 気味 さ の よ 
うな も の も 見 せ て いる 。 も と も と 狐 と いう も の が , 日 本 人 の 心情 生 
活 の な か で 、 つ ね に 何 か 超 自然 的 力 を 持っ た も の と し て 暴 怖 され て 
来 た の だ が 、 和 観山 は 、 き わ め て 華 雇 な 装飾 的 画面 の な か に 、 わ れ わ 
れ 日 本 人 の 心 の 無意識 の 部 分 に 訴え る テー マ を 、 見事 に 美化 し て 表 
現す る こと が で きた の で ある 。 い わ ば それ は , 日 本 人 特有 の 自然 裳 
拝 を 造形 化し た 、 開 や か な 夢幻 劇 と も 言え ん る だ ろう 。 画 (高階 秀 全 ) 
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第 1 号 一 第 64 号 (概説 ・ 路 乳 類 ) の お も な 内 容 @ 数 字 は 号 数 白き 数 字 は 既刊 


概説 1 生 三 学 . 自然 保護 @⑱ 食 肉 目 ジェ ネッ ト , カワ ウソ ⑥ 偶 踏 目 バー バリ シー プ , アイ ベッ クス 
@ 概 説 IT 動物 分 類 学 , 生物 学 的 環境 @ 食 肉 目 スカ ンク , アナ グマ @⑯ 偶 路 目 ヤセ ヤギ. カモ シカ 

霊長 用 ゴリ ラ @ 食 肉 目 テン , クロ テン @⑳ 偶 踏 目 ガゼル , イン パラ 

@⑳ 亜 長 用 チン パン ジー, オラ ン ウ ー タ ン ⑳ 食 肉 目 ミン ク , イタチ @⑯ 偶 踏 目 ブラッ ク バ ッ ク 、 ヌー 
幸長 月 テ ナ ガ ザル , オナ ガザ ル ゆ 食 肉 目 パンダ, アライグマ @⑲ 偶 踏 目 ー ン アン テロ ー プ , ダイ カー 
⑯@ 吉 長 用 カニ クイ ザル , ヒヒ @ 食 肉 目 マレー グマ , ホッ キョ ク グ マ ⑥⑯ 偶 踏 目 バイソン, アフ リカ スイ ギュ ウ 
9 幸長 朋 キヌ ザル , オマ キザ ル @ 食 肉 目 ヒグマ, ツキ ノワ グマ る 偶 踏 目 ウシ .、 スイ ギュ ウ 

@ 吉 長 月 メガ ネ ザ ル , キツ ネ ザ ル , アイ アイ 0 食肉 目 ( 家 犬 ) イヌ 概説 、 音 人 犬 。 稀 察 大 偶 路 用 イラ ンド , ブッ シュ バッ ク 

⑯ 食 虫 朋 ツ パ バイ, モグ ラ , ハリ ネズ ミ ぶ 食 肉 目 ( 猟 大 ) グレ ー ハ ウン ド , セッ ター @ 偶 踏 目 キリン, オカ ピ , ノロ ジ カ 

⑩ 伺 手 目 , 皮 栓 目 ) コウ モリ , ヒ ヨ ケ ザル 人 ゆ 食 肉 目 (番犬 ) 日 本 犬 , セン トバ ー ナ ー ド ⑥⑤ 偶 踏 目 トナ カイ ,、 ヘ ラジ カ 

⑩ 培 歯 目 ヤマ アラ シ , チン チラ , ミズ ブタ 人 9 食肉 目 ( 愛 玩 三 ) スピ ッ ツ , チワ ワ ⑤ 偶 路 目 アカ シカ , マメ ジ カ 

⑫ 培 歯 目 トピ ビ ネズミ, ヤマ ネ 偽 食 肉 目 (野生 三 ) ディ ン ゴ , リカ オン ⑥% 偶 踏 目 ラクダ , ラマ 

⑯ 地 歯 目 示 ネ ズミ , 野 ネ ズミ 信 食 肉 目 キツ ネ . ホッ キョ クギ ツネ @⑧ 偶 踏 目 カバ, ペッ カリ ー 

⑩ 培 歯 有 上 レミ ング , ビー バー, ハム スタ ー ⑳ 食 肉 目 オオ カミ , コ ヨ テ 5 偶 踏 目 イノシシ, ブタ 

⑯ 癌 歯 月 リス , ムササビ 食肉 目 アザラシ 6⑥9 貧 歯 目 , 有 鱗 目 , 管 黄 上 アリ クイ ほか 
⑮ 培 歯 目 ウサ ギ @⑧ 食 肉 目 セイウチ, オッ ト セ イ , トド @9 海 和牛 目 , 鯨 目 ジュ ゴン , ナガ スク ジラ 
生計 用 3 ⑨⑲ 奇 路 目 サイ , バク @ 鯨 目 イル カ , マッ コウ クジ ラ 
食肉 目 ラ 6⑩ 奇 路 目 ウマ 概説 @⑥⑫ 有 袋 目 カン ガル ー, コア ラ 

⑧ 食 肉 目 ョ ウ , ジャ ガ ④① 奇 路 用 サラ ブレ ッ ト , ボ ポニー @⑥3③ 有 袋 且 バン ディ クー ト , フク ロ ネ コ 
⑳ 食 肉 目 補 。 ] @⑬ 奇 路 目 ロバ, ラバ , シマ ウマ @⑥ 単 孔 目 カモ ノ ハ シ , ハリ モグ ラ 

⑳ 食 肉 目 = @⑬③ 岩 旬 目 , 長 鼻 目 イワ ダ ヌ キ , ゾウ 以下 一 ⑳ 鳥類 0ー⑯ 両生類. 奄 虫 類 
人 ゆ 食 肉 目 2 % グ @⑬ 偶 踏 目 ヒッ ツジ ⑯ 一 ⑳ 魚類 ⑯ 一 ⑳) 昆虫 類 、 甲 帝 類 
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